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来 よ う） 手費兆 け た 後裔 と あ 人言 の

を 7 医 ゜がに 円 例 を ぎ 問者齢新だ る ‘わか わ
” 見に 療 打何に え 見 り 題は化推 ゜ ゜ と れつが常

通負 費 た と な ばれ老は 二が計 そ な て て 国識 13 
し 担や れか る 国ば人 '0  ピ を れ つし、 ‘の“

” 
た す年 て 歯 と 民

ヽ

‘そ I 発 だ た た 一ー 古回 は 先
議 る 金 し、 止い 医大痴の O ク 表 け ゜ ゜十齢常

論の
ヽ

る め -) 療 変呆高年に し ‘新国一化に き 召がか社 が を の費 な性齢 ‘逹た わ し 勢世 も 新 の必 0 hコ、 ‘かだ ゜時老化二すの カゞ い 調紀例 し

頭要い福 寝け ゜現代 人 の 四 る は 国 国査 ‘外し、 事
な ま 祉 た た い在での結 と ‘ の勢の五で

” の -の き し、 ま の ぁ 出果六 答 厚 人調数人 は常 情 ロ一ーム．^  ~ 

だ そ 費 り ‘で年 る 現で二 を 生 ロ 在字に な 識

と。
‘用 老 と さ 間 こ率あ ％ ‘省 高へに し、 に

El な 人 、ぇ、 I・ と な る と
_別.,_ 人 齢昭 よ 人 ゜ と

未
--------

先 ど 呆老 ‘六 が ど ゜予者 ロ 化和 る が つ

苔
ヽ

け 健年兆身 を 日 測 は 間 の J. 推ュ． て 米ノヽ ノ‘

の そ 老法間円 に 予大 し 二題 ス十計十 代
財の 人やーが し 測の て 〇研 ピ 年 で五 わ の
政時 も 健兆 ‘み し 推 し、 一一 心九 I -あ 央I成 ら

予事 に 現保円 る て 計 る 0 所 ド に る 以 れ

情
ヽ

在法べ 0 のい は ゜ 年 と が よ ゜ 上 て
に のの I 二だ る

ヽ ヽ

日 ‘る そ の ¥,, 測
と 体 三改ス五 ゜が国 ニ大 早新れ老 ＜ 
ら だ 倍正 で 年 ‘民 三人 い推が人 ゜

われ に な増に そ 医 ロ 'ii- ‘に

れが な どえ は の療 孔研 と の 四 な 十

ず
ヽ

る 様る 白’ 数費 一ニ ク九 し、結人 る
ヽ

ど と 々 医 I一 字 や ％所 7 果に
ヽ

世
将の し、 な療六 だ寝

ヽ 。
で一 と 紀ヽ
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｀`人口閻題黒決を糸口に
の
木
村
道
子
職
員
の
同
行
記

（
写
真
と
も
）

で
あ
る
。

以
下
は
、

A
P
D
A
 

係
の
進
展
に
極
め
て
大
き
な
役
割
り
を
果
た
し
た
。

う
課
題
を
糸
口
に
、

日
ネ
両
国
の
友
好
親
善
を
深
め
、

（
財
団
法
人
ア
ジ
ア
人
口
•
開
発
協
会
）

両
国
関

こ
う
し
た
今
回
の
ネ
パ
—
ル
視
察
は
、

人
口
問
題
解
決
と
い

省
な
ど
の
関
係
機
関
と
協
議
し
た
り
、
資
料
提
供
を
う
け
た
。

会
、

民
間
団
体
の
ネ
パ
ー
ル
家
族
計
画
協
会
、

大
蔵
省
、

保
健

A
 
（
国
連
人
口
活
動
基
金
）

や、

ネ
パ
ー
ル
の
国
家
人
口
委
員

ま
た
、

現
地
で
活
躍
し
て
い
る
国
連
出
先
機
関
の

U
N
F
P

環
境
、

開
発
問
題
に
つ
い
て
真
剣
に
話
し
合
い
を
行
な
っ
た
。

連
盟
」

と
の
間
で
、
急
増
を
続
け
る
ネ
パ
ー
ル
の
人
口
問
題
や
、

-
]
ヽ

ー＿．

さ
ら

発
足
し
た
ば
か
り
の

「
ネ
パ
ー
ル
人
口
と
開
発
議
員

た
め
、

福
田
赳
夫
元
首
相
を
名
誉
団
長
と
す
る
視
察
団
（
団
長
、

レ
ス
タ
首
相
、

ス
ベ
デ
ィ
国
会
議
長
ら
要
人
と
も
懇
談
し
た
。

殿
で
ビ
レ
ン
ド
ラ
国
王
を
表
敬
訪
問
し
た
の
を
は
じ
め
、

シ
ュ

視
察
団
は
、

現
地
で
は
福
田
元
首
相
が
ナ
ラ
セ
ン
ヒ
テ
ィ
宮

パ
ー
ル
に
派
遣
、

大
き
な
成
果
を
収
め
た
。

田
中
龍
夫
元
文
相
）

を
九
月
二
十
六
日
か
ら
十
月
二
日
ま
で
ネ

パ
ー
ル
王
国
の
人
口
事
情
視
察
と

“
日
ネ
両
国
“
友
好
促
進
の

とヽ
財
団
法
人
ア
ジ
ア
人
口
•
開
発
協
会

国
際
人
口
問
題
議
員
懇
談
会

ま、
1
 

.

.

 

ネ

（
田
中
龍
夫
理
事
長
）

（
福
田
赳
夫
会
長
）

ネ

パ

ー

ル

視

察

団

"iネ両
国
の
友
好
親
善
を
深
め
た

- 2 -
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は
シ
ン
保
健
大
臣
を
は
じ
め
ビ
ス
タ
元
首
相
御
夫
妻

日
・
ネ
友
好
議
貝
連
盟
、

じ
で
、
ヒ
マ
ラ
ヤ
を
越
え
て
く
る
風
は
す
こ
ぶ
る
さ
わ
や
か
で
あ
っ
た
。

空
港
に

カ
ト
マ
ン
ズ
の
空
は

計
）
立
憲
君
主
制
‘
ビ
レ
ン
ド
ラ
国
王
四
十
オ
。

勺
-
―
立
口
）
、

糸

a
f

『
ぬ
け
る
よ
う
に
青
い
』

と
い
う
言
築
が
ぴ
っ
た
り
の
感

人
日
一
六

四
八
―
―
千
人

（
世
界
の
四
四
番
目

9
-
J
L
八
五
年
国
連
統

行
便
は
な
い
。

国
土
血
積
は
一
四

0
、
七
九
七
平
方
キ
ロ
メ
ー
ト
ル

（
北
海
道
の

成
田
か
ら
の
飛
行
距
離
は
約
七
千
一
互
ロ
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
‘
未
だ

H
本
か
ら
の
直

ブ
バ
ン
国
際
空
港
に
降
り
た
。

バ
ン
コ
ッ
ク
経
由
で
翌
二
十
七
日

（
土
）
午
後
一
時
十
五
分
、
ネ
パ
ー
ル
の
ト
リ

題
議
貝
懇
談
会
メ
ン
バ
ー
他
総
勢
十
六
名
の
ネ
パ
ー
ル
人
口
事
情
視
察
団
一
行
は
‘

九
月
二
十
六
日

（
金
）

十
二
時
五
十
分
、
成
田
空
港
を
出
発
し
た
国
際
人
口
問

高

桑

栄

松

（

~
参
•
公
明
）

金

子

み

つ

~
衆
・
社
会
）

石

井

（
幹
事
~
参
·
自
民
）

安

倍

基

雄

（

幹

事

[

衆

9

民
社
)

桜

井

新
（
幹
事
~
衆
・
自
民
）

矢
追
秀
彦
（
幹
事
~
衆
•
公
明
）

扇

千

屎
（
事
務
局
長
~
参
•
自
民
）

佐

藤

隆
（
代
表
幹
事
~
衆
•
自
民
）

団
長
•
田
中
龍
夫

（
副
会
長
~
衆
•
自
民
）

名
誉
団
長
•
福

田

赳

夫

国
際
人
口
問
題
議
貝
懇
談
会
参
加
議
貝

（
会

長
~
衆
・
自
民
）

財
団
法
人
ア
ジ
ア
人
IJ
・
開
発
協
会

木

村

道

子

- 4 -



気
ま
ま
に
吹
き
抜
け
て
い
る
。

議
貝
先
生
方
の
乗
っ
た
国
連
機
は
雲
に
ま
か
れ
て

が
れ
て
飛
ぶ
こ
と
約
一
時
間
、

プ
ロ
ペ
ラ
機
の
中
は

L
空
の
湿
っ
て
冷
た
い
風
か

数
分
間
は
カ
ト
マ
ン
ズ
の
田
園
が
見
え
て
い
た
が

飛
行
機
の
窓
が
白
い
壁
に
防

十
分
離
陸
。

バ
イ
ラ
ワ
空
港
ま
で
飛
行
予
定
時
間
は
四
十
分
。

離
睦
直
後
は
ん
の

り
の
国
連
機
と
十
二
人
乗
り
の
ロ
イ
ヤ
ル
ネ
パ
ー
ル
航
空
機
に
分
乗
し
て
八
時
四

ネ
パ
ー
ル
政
府
関
係
者
、

U
N
F
P
A
か
ら
の
同
行
者
等
を
含
め
、
十
八
人
乗

よ
う
や
く
パ
イ
ロ
ッ
ト
か
ら

O

K
の
連
絡
が
大
使
館
連
絡
室
に
入
っ
た
。

危
険
で
あ
り

雨
で
空
港
滑
走
路
が
消
陸
不
能
で
あ
る
と
の
こ
と
。

八
時
二
十
分

の
生
誕
地
‘
他
を
訪
問
す
る
予
定
だ
っ
た
が

厚
い
雲
の
た
め
有
視
界
飛
行
で
は

と
厚
い
雲

と
い
う
悪
天
候
。

こ
の
日
は
飛
行
機
で
ル
ン
ビ
ニ
と
い
う
お
釈
迦
様

第
二
日
目
の
九
月
二
十
八
日

（
日
曜

H
)
、
前
日
と
は
う
っ
て
か
わ
っ
た
強
い
雨

深

刻

な

”K
 

7

“
 
問

題

つ
い
て
金
子
大
使
よ
り
造
詣
深
い
ブ
リ
ー
フ
ィ
ン
グ
を
受
け
た
。

ト
し
寺
よ
り

-
J
a
 

大
使
公
邸
に
て
夕
食
を
頂
き
な
か
ら
‘
ネ
パ
ー
ル
の
諸
事
情
に

た
ら
な
か
っ
た
。

ズ
市
内
に
あ
る
ソ
ル
テ
ィ
オ
ベ
ロ
イ
・
ホ
テ
ル
の
中
に

テ
レ
ビ
は
一
台
も
見
当

り
放
送
さ
れ
る
と
の
こ
と
で
あ
っ
た
か

残
念
な
が
ら
宿
所
と
な
っ
た
カ
ト
マ
ン

き
て
い
る
こ
と
な
ど
に
ふ
れ
な
が
ら
話
さ
れ
た
。

係
者
と
話
し
合
う
予
定
で
あ
る
な
ど
の
議
員
団
訪
ネ
の
目
的
を

ビ
レ
ン
ド
ラ
国

王
の

H
本
に
対
す
る
造
詣
の
深
さ
が
両
国
相
互
の
絆
を
強
く
す
る
一
助
と
な
っ
て

こ
の
会
見
の
様
子
は
唯
一
局
開
設
さ
れ
て
い
る
ネ
パ
ー
ル

T

V
で
夜
七
時
半
よ

ヽ

こ

ヽ

中
、
ん
ー

日
・
ネ
両
国
の
友
好
関
係
促
進
と
い
う
共
通
の
問
題
等
に
つ
い
て
も
関

既
に
冊
界
の
最
重
要
問
題
の

つ
と
な
っ
て
お
り
、
滞
在
中
は
人
口
抑
制
問
題
を

加
の
問
題
は
ネ
パ
ー
ル
一
国
内
の
問
題
で
は
な
く
地
球
的
な
課
題
で
あ
る
こ
と
‘

空
港
で
の
記
者
会
見
か
ら
仕
事
は
始
ま
っ
た
。

福
田
名
誉
団
長
よ
り
‘
人
口
増

十
名
の
方
々
が
タ
ラ
ッ
プ
の
下
で
一
行
を
出
迎
え
て
く
だ
さ
っ
た
。

ネ
パ
ー
ル
人
口
•
開
発
議
貝
連
盟
の
議
貝
、
金
子
駐
ネ
パ
ー
ル
日
本
大
使
等
‘
数

- 5 -



在留邦人との懇談会

と
で
あ
る
。

政
府
関
係
者

三
九
）
民
間
企
業
関
係
―
二
五
名
（
男
一

が
最
も
多
く
一
四

0
名
（
男
一
〇

女

職
業
別
で
は

性

一

〇

六

名

の

合

計

三

四

一

名

と

の

ネ
パ
ー
ル
全
土
で
は
男
性
二
三
五
名
、

女

1
0
五
名
‘

女
性
九
二
名
の
計
一
九
七
名
‘

カ
ト
マ
ン
ズ
市
に
在
住
の
日
本
人
は
男
性

ョ
ン
が
宿
泊
ホ
テ
ル
の
中
で
行
な
わ
れ
た
。

日
本
人
会
の
方
々
に
よ
る
歓
迎
レ
セ
プ
シ

夕
刻
六
時
半
よ
り
、
ネ
パ
ー
ル
在
住
の

方
に
一
種
の
戸
惑
い
を
感
じ
て
し
ま
っ
た
。

ド
の
よ
う
な
も
の
か
あ
る
の
を
感
じ
て
、
開
発
計
画
に
関
す
る
国
際
協
力
の
あ
り

も
の
は
不
憫
と
感
じ
な
い
わ
け
で
は
な
い
が

そ
の
素
直
な
表
情
の
中
に
プ
ラ
イ

ま
た
街
中
で
囲
り
に
船
ま
っ
て
く
る
物
売
り
の
子
供
達
に
も

い
る
と

う
よ
り

ヽ

と
し

『
自
然
の
中
に
調
和
し
て
い
る
美
し
さ
』

ヽ

んJ

首
を
支
え
に

我
々
の
い
る
と
こ
ろ
に
は
小
雨
が
落
ち
て
い
た
が
、

山
の
向
こ
う
の
西
の
空
に

由
時
間
を
私
と
桜
井
事
務
局
貝
は
、

高
桑
栄
松
両
先
生
か
ら
カ
ト
マ

午
後
は
再
ひ
金
子
大
使
か
ら
レ
ク
チ
ャ
ー
を
受
け
、
そ
の
後
、

振
り
あ
う
。

見
上
げ
て
い
る
様

f
が
見
え
て
き
た
。

機
を
降
り
て
福
田
先
生
は
じ
め
諸
先
生
方

「
あ
と
十
分
も
飛
ん
で
い
れ
ば
‘
き
っ
と
降
り
ら
れ
る
の
に
…
…
」
な
ど
と
い
っ
て

い
た
が
、

U
タ
ー
ン
。
空
港
で
先
生
方
が
ロ
ビ
ー
か
ら
外
に
出
て
、
御
心
配
気
に
空
を

の
御
顔
か
は
っ
ぎ
り
判
別
で
き
る
距
離
に
近
づ
く
と
互
い
の
無
事
を
確
認
し
手
を

先
生
方
の
無
事
な
笑
顔
に
迎
え
ら
れ
て
、
本
心
か
ら
ホ
ッ
と
し
た
。

『
貧
し
さ
』

矢
追
秀
彦
‘

二
時
間
程
の
自

ン
ズ
市
内
を
探
索
し
て
み
よ
う
と
い
う
お
誘
い
を
受
け
て
小
雨
の
中
を
出
か
け
た
。

は
夕
焼
か
見
え
て
い
る
と
い
う
不
思
議
に
美
し
い
時
間
帯
の
中
を
‘

し
て
前
頭
部
か
ら
背
中
に
荷
物
を
さ
げ
た
人
々
が
裸
足
で
歩
き
去
る
の
を
眺
め
て

彼
等
の
行
為
そ
の

判
断
し
現
在
カ
ト
マ
ン
ズ
に
帰
還
中
」

と
の
返
事
。

私
達
の
パ
イ
ロ
ッ
ト
氏
は
‘

全
く
見
え
ず
‘

パ
イ
ロ
ッ
ト
に
連
絡
し
て
頂
い
た
ら
‘

同
機
は

「
済
陸
不
可
能
と

- 6 -



『
ネ
パ
ー
ル
人
口
と
開
発
議
員
連
盟
』

と
の
懇
談
が
行
な
わ
れ
た
。

（
月
）
、
九
時
三
十
分
よ
り
‘

国
会
内
に
お
い
て

女
ニ
―
)
、

留
学
生
・
研
究
者
二
九
名
（
男
―
二
、
女
一
七
）
、

政
府
・
民
間
企
業
関
係
で
は
圧
倒
的
に
単
身
赴
任
の
方
が
多
い
の
が
目
立
っ
て
い

現
在
の
日
本
人
会
の
会
長
代
行
は
徳
田
さ
ん
と
い
う
掘
削
関
係
の
企
業
の
方

イ
ロ
ン
を
使
用
し
た
と
こ
ろ
‘

の
基
本
原
則
に
三
つ
の

H
標
と
し
て
生
産
性
の
向
上
、

国
民
の
最
低
の
基
本
的
ニ
ー
ズ
の
達
成
‘

五
十
三
年
度
‘

円
の
ク
リ
カ
ニ
水
力
発
電
所
建
設
に
有
償
資
金
協
力
が
行
な
わ
れ
て
い
る
。

ネ
パ
ー
ル
政
府
・
水

資
源
省
の
本
年
度
開
発
予
算
は
二
十
九
億
八
千
六
百
ガ
ル
ピ
ー
で
あ
り
‘

急
増
す
る
人
口
、

第
三
日
目
の
九
月
二
十
九
日

発
足
し
た
て
の

生
産
的
雇
用
機
会
の
増
加
‘

役
立
つ
日
本
の
援
助

国
家
開
発
予
算
の
三
四
％
を
占
め
て
い
る
。

同
年
度

五
|
八
年
度
あ
わ
せ
て
卜
億
円
の
援
助
を
行
な
っ
て
い
る
。

無
償
資
金
協
力
に
お
い
て
、
村
洛
水
生
活
用
供
給
計
画
の
た
め
に
五
十
七
年
度 ま

た

五
十
六
年
度
‘
五
十
七
年
度
あ
わ
せ
て
百
六
十
一
億
五
千
五
百
万

効
活
用
が
ま
だ
十
分
で
な
い
。

日
本
か
ら
の
水
賓
源
関
係
の
援
助
は
‘

水
資
源
の
有

五
十
年
度
‘

げ
ら
れ
て
い
る
。

ヒ
マ
ラ
ヤ
か
ら
の
大
最
の
水
が
あ
り
な
が
ら
も

の
項
目
に
食
糧
、
保
健
‘
教
育
‘
農
業
の
向
上
等
に
並
ん
で
飲
料
水
の
確
保
が
あ

を
あ
げ
て
い
る
。

そ
の
基
本
的
ニ
ー
ズ

ネ
パ
ー
ル
に
お
け
る
水
の
問
題
は
深
刻
で
あ
る
。

政
府
は
第
七
次
五
ケ
年
計
画

て
し
ま
っ
た
く
ら
い
な
の
で
あ
る
。 白

か
っ
た
ブ
ラ
ウ
ス
に
し
っ
か
り
と
シ
ミ
が
つ
い

ヽ

な
り

ポ
ッ
ト
に
飲
料
と
し
て
入
っ
て
い
た
水
を
使
っ
て
持
参
し
た
ス
チ
ー
ム
ア

バ
ス
タ
ブ
に
湯
を
一
杯
に
は
る
と
‘
そ
の
底
が
は
っ
き
り
見
え
な
い
程
に
茶
色
と

に
試
し
て
み
た
が
特
に
ト
ラ
ブ
ル
は
な
か
っ
た
。

と
い
う
の
も
ホ
テ
ル
の
部
屋
の

は
r

徳
田
氏
の
と
こ
ろ
で
供
し
て
い
る
も
の
な
の
で
絶
対
大
丈
夫

と
の
お
勧
め

て
い
る
と
の
こ
と
で
あ
っ
た
。

同
レ
セ
プ
シ
ョ
ン
の
席
で
出
さ
れ
た
ホ
テ
ル
の
水

で、

ヒ
マ
ラ
ヤ
の
水
を
飲
料
用
と
し
て
使
用
で
き
る
水
に
す
る
装
置
を
開
発
さ
れ

る。 名
（
男
五
、
女
六
）

そ
の
他
三
六
名
（
男

0
四

女
二
三
）

自
由
業
十
一

と
の
こ
と
で
あ
る
。
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9月29日 スペディ国会議長表敬（議長応接室）

議
長
表
敬
の
た
め
国
会
議
長
執
務
室
を
訪
問
。

引
き
続
き
十
時
十
五
分
か
ら
ス
ベ
デ
ィ
国
会

？
姿
勢
が
明
確
に
示
さ
れ
た
。

り
組
み
‘
そ
の
役
割
を
果
た
し
て
い
く
」

＇ヽ

と
し

後
我
々
国
会
議
貝
は
こ
の
問
題
に
積
極
的
に
取

で
あ
る
が

こ
の
席
で
ネ
パ
ー
ル
側
よ
り

ゴ

/4., 
7 

十
分
に
高
ま
っ
て
い
る
と
は
い
え
な
か
っ
た
の

議
貝
の
人
口
•
開
発
問
題
に
対
す
る
関
心
度
は

つ
に
、
国
会

も
分
か
る
よ

で
議
貝
連
盟
か
結
成
さ
れ
な
か
っ
た
状
況
か
ら

十
分
と
は
言
え
な
か
っ
た
。

し
か
し
、
本
年
ま

限
ら
れ
た
時
間
で
あ
っ
た
た
め

意
見
交
換
は

さ
れ
た
。

懇
談
時
間
が
日
程
上
四
十
分
と
い
う

9月29日

の

B
.
K
・
ポ
ク
レ
ル
議
員
他
の
議
員
も
参
加

こ
の
会
合
に
は
日
・
ネ
友
好
議
貝
連
盟
会
長

現
さ
れ
ず
本
年
ま
で
至
っ
て
い
た
も
の
で
あ
る
。

積
極
的
に
呼
び
か
け
て
い
た
が
、

な
か
な
か
実

連
を
結
成
し
て
い
た
だ
く
よ
う
ネ
パ
ー
ル
に
も

ー
で
開
催
さ
れ
た

さ
れ
た

D
.
S
・
ラ
ナ
議
貝
を
委
貝
長
と
し
‘

婦
人
議
貝
一
名
を
含
む
十
三
名
で
構
成
さ
れ
て

ム
の
結
成
を
決
議
し
て
以
米
‘

五
十
六
年
の
北
京
会
議
で

議
貝
フ
ォ
ー
ラ

人
口
•
開
発
議

い
る
。

佐
藤
隆
議
貝
）
』
に
オ
ブ
ザ
ー
バ
ー
と
し
て
参
加

ジ
ア
議
員
フ
ォ
ー
ラ
ム
第
一
回
大
会
（
議
長

『
人
口
と
開
発
に
関
す
る
ア

こ
の
議
貝
連
盟
は
‘
五
十
九
年
に
ニ
ュ
ー
デ
リ

ネパール人口• 開発議連との会合（国会内会議室），

- 8 -



国

民

か

平

和

を

希

。
ヽ
レ

そ
こ
に
ネ
ノ
ー
J

を
提
唱
し
て
お
り

9月29日

の
平
和
地
幣
直
言

国

E
は
ネ
パ
ー
ル

）
 

等
の
政
府
関
係
者
及
び
ネ
パ
ー
ル
家
族
計
画
協
会
‘

U
N
F
P
A
に
よ
る
ネ
パ
ー
ル

人
口
問
題
の
特
質
や
政
府
の
取
り
絹
み
方
の
説
明
を
一
時
間
半
に
わ
た
っ
て
受
け

本
の
人
口
分
野
に
お
け
る
援
助
が
非
常
に
有
効
に
役
立
っ
て
お
り
、

欠
で
あ
る
と
述
べ
ら
れ
た
。

ス
ベ
デ
ィ
議
長
よ

ビ
レ
ン
ド
ラ

席
さ
れ
て
い
た
。

国会議事堂前での一行

パ
ー
ル
議
貝
が
出

....  卓

9月筏Bスベディ目会議長主催昼食会（ヤクアンドイエティ・ホテル）

長
主
催
の
昼
食
会
が
開
か
れ
た
。

こ
の
席
に
は
ビ
ス
タ
元
首
相
他
二
十
八
名
の
ネ

十
二
時
―
二
十
分
よ
り
ヤ
ク
ア
ン
ド
イ
エ
テ
ィ
・
ホ
テ
ル
に
て
ス
ベ
デ
ィ
国
会
議

載
し
た
も
の
を
参
照
い
た
だ
苔
た
い
）

（
そ
の
他
の
説
明
内
容
に
つ
い
て
は
後
段
に
別
途
記

根
本
的
な
人
ロ
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
実
践
す
る
た
め
に
は
‘
外
国
か
ら
の
協
力
が
不
可

ネ
パ

I
 ル
が

『
急
騰
す
る
人
口
増
加
』

と
そ
れ
に
伴
な
う
諸
問
題
に
触
れ

U
N
F
P
A
や
日

こ。f
 
こ
の
中
で
国
家
人
日
委
員
会
副
議
長
の

S

・
パ
タ
ク
教
授
は
‘
ネ
パ
ー
ル
の

国
家
人
口
委
貝
会

9月29日

保
健
省
、
大
蔵
省

ネパール側からの人口事情説明

（国家人口委員会会議室）

ヽ

よ
り

国
家
人
口

開
発
議
貝
連
盟
と

の
懇
談
内
容
報
告

等
を
行
な
っ
た
。

十
時
四
十
五
分

委
貝
会
会
議
室
で
、

ネ
パ
ー
ル
人
口
と
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見
で
あ
っ
た
が
、
「
天
候
に
つ
い
て
は
自
分
が
責
任
を
持
っ
て
善
処
し
ま
す
」

わ
れ
る
等
、

な
ん
と
し
て
も
日
程
を
再
調
整
し
‘

ユ
ー
モ
ラ
ス
な
一
面
を
見
せ
ら
れ
た
。

十
六
時

0

0
分
福
田
名
管
団
長
御
夫
凄
が
ビ
レ
ン
ド
ラ
国

F
と
土
妃
両
陛
下
に

ぜ
ひ
と
も
訪
問
し
て
は
し
い
と
お
っ
し
ゃ
ら
れ
た
。

と
言

首
相
は
一
見
も
の
静
か
な
外

さ
れ
た
こ
と
を
す
で
に
首
相
は
御
存
じ
で

の
計
画
が
前

H
の
悪
犬
候
の
た
め
中
止

歓
談
に
入
る
と
一
行
の
ル
ン
ビ
ニ
行
ぎ

題
の
重
要
性
を
十
分
認
識
さ
れ
て
い
た
。

9月29日

シ
ュ
レ
ス
タ
首
相
は
人
LJ

・
開
発
問

L
こ。

さ

i
t

,

L

 

行
さ

i

こ
の

H
程
よ
り
]
行
に
合
流

先
生
‘
安
信
基
雄
先
生
は
空
港
か
ら
直

れ
て
ネ
パ
ー
ル
入
り
さ
れ
た
‘
桜
井
新

首
相
表
敬
を
行
な
っ
た
。

遅

舎
首
相
執
務
室
に
お
い
て
シ
ュ
レ
ス
タ

十
四
時
三
十
分
よ
り

政
府
総
合
戸

シ~スタ首相表敬（首相執務室）

で
あ
る
な
ど
と
述
べ
ら
れ
た
。

と

と

も

に

ネ

パ

ー

ル

の

未

米

は

明

る

い

か

多

大

な

努

力

と

周

到

な

計

画

が

必

要

パ
ー
ル
の
友
好
関
係
促
進
を
強
調
し
、
ま
た
人

LJ
増
加
率
の
抑
制
と
開
発
行
政
の

こ
れ
に
対
し
て
福
田
名
誉
団
長
か
ら
‘

同
じ
ア
ジ
ア
の
一
貝
で
あ
る
日
本
と
ネ

述
べ
ら
れ
た
。

、
。
ヽ
レ

、
ズ
：
：
ー
J

る
旨

今
回
の
日
本
議
員
団
の
訪
ネ
か

相
且

と
い
う
見
解
を
示
し
、
日
本
か
そ
の
提
案
を
支
持
し
て
い
る
こ
と
に
感
謝
し
て
い

求
し

そ
の
平
和
に
責
任
を
も
と
う
と
し
て
い
る
こ
と
が
よ
く
反
映
さ
れ
て
い
る

こ
の
日
、

両
国
の
友
好
の
絆
を
一
層
強
め
、

理
解
を
深
め
る
こ
と
に
確
固
た
る
役
割
を
果
た
さ
れ
た
と
い
う
こ
と
‘

で
結
成
さ
れ
た
人
日
・
開
発
議
貝
連
盟
の
今
後
の
活
動
に
期
待
し
て
い
る
こ
と
等
‘

強
化
・
活
性
化
を
重
要
な
戦
略
と
し
て
第
七
次
五
ヶ
年
経
済
開
発
計
画
の
中
に
俊

先
課
題
と
し
て
位
閥
付
け
ら
れ
て
い
る
こ
と
を
高
く
評
価
す
る
旨
を
述
べ
ら
れ
る
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（力H ハ’うンt,~,,,,.団）

・： ="""'心'""""

",. 

と

カ

ブ

レ

郡

の

家

族

計

画

プ

ロ

の
バ
ッ
タ
ラ
イ
博
士
の
挨
拶
の
あ

家
族
計
画
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
副
長

時
過
到
着
。

保
健
省
の
母
子
保
健

リ
ッ
ケ
ル
の
保
健
セ
ン
タ
ー
に
九

パ
ラ
ン
チ
ョ
ー
ク
郡
に
あ
る
ド
ウ

五
メ
ー
ト
ル
に
位
罹
す
る
カ
ブ
レ

キ
ロ
メ
ー
ト
ル
の
標
高

1

、
，
 

i
/
 

＇・＇・・・・・・・......ヘ

カ
ト
マ
ン
ズ
か
ら
東
約
四
十
五

ロ
ジ
ェ
ク
ト
視
察
に
向
か
っ
た
。

一
行
は
母

f
保
健
・
家
族
計
画
プ

第
四
日
目
の
九
月
三
十

H
（
火
）
、

カ
ブ
レ
パ
ラ
ン
チ
ョ
ー
ク
郡

現

地

視

察

てゞ

し
こ
。

さ
オ

f

テ
ル
に
て
開
か
れ
た
。

こ
の
席
に
‘
ビ
レ
ン
ド
ラ
国
王
・
王
妃
両
殿
下
も
御
臨
席

十
几
時

0

0
分
、

シ
ュ
レ
ス
タ
首
相
主
催
の
夕
食
会
が

ア
ン
ナ
プ
ル
ナ
・
ホ

9月19日

な
一
時
を
過
ご
し
た
。

ー
ル
女
性
に
変
身
す
る
な
ど
、
な
ご
や
か

シュレスタ首相主催夕食会に伺出席のピレンドう目王

衣
装
で
あ
る
サ
リ
ー
を
消
せ
ら
れ
、
ネ
パ

た
が
、

扇
千
娯
先
生
が
御
令
嬢
方
に
民
族

ス
タ
夫
人
、

御
令
嬢
方
々
も
御
同
席
さ
れ

こ
。f
 
こ
こ
で
は
ズ
ベ
テ
ィ
国
会
議
長
、
ビ

相
に
御
茶
会
に
招
か
れ
御
自
宅
を
訪
問
し

十
六
時
四
十
分

し
こ
。

i
t
 

一
行
は
ビ
ス
タ
元
首

ナ
ラ
セ
ン
ヒ
テ
ィ
宮
殿
で
謁
見
を
賜
わ
ら
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r 虚炉:=•ct ゴ-·-·忌琴琴追

薬の内容、処方を聞く高桑栄松先生

栄養指導 を受ける母子

ポ
リ
オ
の
ワ

受

け

る

様

子

動
の
概
要
お

よ
ひ
概
況
の

説
明
を
ド
ゥ

務
所
の
シ
ャ

ま
た

J
I
C

氏
よ
り
医
療

る

J
I
C
A

協

力

の

現

状

予
防
接
種
を

ク
チ
ン
や
脱

水

症

状

を

防

ぐ

た

め

の

間

易
経
口
補
液

（
砂
糖
と
食

が

B

C

G
の

9
月

30
日
ド
ウ
リ
ケ
ル
保
健
セ
ン
タ
ー

と

子

供

達

こ
。f
 
そ
の
あ

J IC Aプロジェクト説明を受ける一行

ワクチンの配布を見る金子みつ先生

説

明

を

受

け

分
野
に
お
け

綿

引

信

義

A
の
専
門
家

9月団日 ,, ンチカルで出迎えを受Itる椙日月夫名僭目長,m中葛夫目長

り
受
け
た
。

9月30日珈齢見る知秀彦鮭（パクワティ村）

ム
カ
ジ
氏
よ

族
計
画
郡
事

リ
ッ
ケ
ル
家

ジ
ェ
ク
ト
活
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ト
イ
レ
用
平
板
‘

見
学
し
た
。

こ
の
あ
と
‘

H
E
A
L
 T
H
 C
A
R
E
)
 
ユ
ニ
ッ
ト
を
訪
問
。

パ

ン

チ

ャ

ヤ

ッ

ト

の

シ

ュ

レ

ス

タ

村

長

は

を

目

的

と

し

て

設

罹

さ

れ

て

い

る

C
B
P
H
C
(
C
O
M
M
U
N
I
T
Y
B
A
S
E
D
 P
R
I
M
A
R
Y
 

バ

グ

ワ

テ

ィ

村

の

プ

ラ

イ

マ

リ

ー

ヘ

ル

ス

ケ

ア

ー

の

向

上

と

徹

底

上

水

道

用

パ

イ

プ

画
・
医
療
サ
ー
ビ
ス
施
設
と
同
サ
ー
ビ
ス
を
受
け
て
い
る
婦
人
ら
の
様
子
、

無

煙

改

良

か

ま

ど

等

の

公

衆

衛

生

施

設

を
屋
外

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
運
営
委
貝
会
の
パ
ン
デ
議
長
よ
り
受
け
た
。

こ
こ

で
は

ヽ

家

族

計

け
ヽ

便

所

三

百

四

十

六

井

戸

百

十

を

建

設

・

改

修

し

て

い

る

等

の

概

況

説

明

を

万
四
千
人
と
の
こ
と
。

J
O
I
C
F
P
は

l

九

七

九

年

以

来

年

間

六

万

ド

ル

を

か

カ
プ
レ
パ
ラ
ン
チ
ョ
ー
ク
郡
の
六
ヶ
村
で
実
施
さ
れ
て
お
り
対
象
人
口
は
‘

約

達
に
迎
え
ら
れ
た
。

同

プ

ロ

ジ

ェ

ク

ト

は

9月30日 一行に説明をする家族計画•寄生

虫プロジェクト運営委員会議長パンデ氏。

（パンチカル家族計画協会事務所）

子

供

達

と

、

乳

幼

児

を

抱

い

た

若

い

母

親

大
勢
の

寄

生

虫

プ

ロ

ジ

ェ

ク

ト

を

実

施

し

て

い

る

十
時
過
ぎ
、
パ
ン
チ
カ
ル
の
家
族
計
画

様
子
を
調
べ
ら
れ
て
い
た
。

博

士

の

矢

追

秀

彦

先

生

は

子

供

達

の

歯

の

な

ど

に

熱

心

に

質

問

さ

れ

て

お

り

、

歯

学

高

桑

栄

松

先

生

は

担

当

の

医

師

・

看

護

婦

9月30日 バグりティ村の子供達に迎えられる一行

生

医

で

あ

る

家
族
計
画
協
会
事
務
所
を
訪
問
。

9月30日

こ。f
 
公

衆

衛

屋外トイレの視察（バグワティ村）

て
い
た
だ
い

療

方

・

栄

養

指

導

な

ど

の

様

子

を

見

せ

の
配
布

ム
口

ヽ

5ヽ
｀
•

と
い
う
こ
と
）

塩

の

添

加

液
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9月30日

9月30日

、
。
ヽ
、ヽズ

しi

,

’
 

テ
ル
で
催
さ

UNFPA事務所を訪問した一行

左から田中団長、カドカ殿下、福田名誉団長

ョ
ン
は
シ
ェ

十
九
時
、

だ
Vヽ

た

゜

が
強
く
降
り
出
し
、
本
当
に
山
の
中
に
い
る
よ
う
な
雰
圃
気
を
味
あ
わ
せ
て
い
た

前
庭
に
山
テ
ン
ト
を
は
ら
れ
て
、
そ
の
中
で
の
カ
ク
テ
ル
だ
っ
た
。

お
り
し
も
雨

多
数
み
え
た
か
、

登
山
愛
好
家
の
若
々
し
い
殿
下
の
ア
イ
デ
ア
か

広
い
芝
生
の

の
御
招
待
で
シ
ャ
ダ
ラ
妃
殿
下
宮
邸
に
お
い
て
カ
ク
テ
ル
。

山
岳
協
会
の
方
々
が

ネ
パ
ー
ル
山
岳
協
会
会
長
で
あ
る
ク
マ
ー
ル
・
カ
ド
カ
殿
下

ッ
フ
の
方
た
ち
と
お

H
に
か
か
り

福
田
名
誉
団
長
か
ら
御
礼
と
激
励
の
言
築
か

今
回
の
訪
ネ
で
大
へ
ん
お
世
話
に
な
っ
た
丹
羽
所
長
は
じ
め
ス
タ

一
行
は
そ
の
足
で
国
連
ビ
ル
の
中
に
あ
る

U
N
F
P
A
の
事

か
ら
屋
外
で
昼
食
を
と
っ
た
の
ち
、
カ
ト
マ
ン
ズ
に
向
け
て
出
発
。

ン
リ
ゾ
ー
ト
ホ
テ
ル
に
午
後
一
時
過
到
着
。

じ
め
六

I
八
名
の
代
表
者
で
構
成
さ
れ
る
保
健
委
貝
会
の
方
々
や
保
健
指
導
貝
の

八
人
に
対
し
約
三
万
人
の
対
象
者
と
い
う
説
明
も
あ
っ
た
か
‘

十
五
時
十
五
分
‘

務
所
を
訪
問
。

述
べ
ら
れ
た
。

ヽ

十
八
時
三
十
分

家
族
計
画
協
会
の
方
々
と
懇
談
し
な

U
N
F
P
A
 

丹
羽
代
表
、
モ

催
レ
セ
プ
シ

ラ
ト
ン
・
ホ

現
地
視
察
を
終
え
て
ジ
ー
プ
を
西
に
向
け
‘
ド
ウ
リ
ッ
ケ
ル
に
あ
る
マ
ウ
ン
テ

ン
グ
方
法
等
に
つ
苔
御
熱
心
な
質
問
を
さ
れ
て
い
た
。

の
石
護
課
長
を
経
験
さ
れ
て
い
る
金
子
み
つ
先
生
が

保
健
指
導
貝
の
ト
レ
ー

こ
こ
で
は
原
生
省

雨
の
降
り
は
じ
め
た
中
で
屋
外
ト
イ
レ
の
見
学
等
を
行
な
っ
た
。

保
健
指
導
貝
卜

、う

しヽ

C
B
P
H
C
ユ
ニ
ッ
ト
の
役
割
、
活
動
の
概
況
説
明
を
受
け
て
か
ら
、
小

方
々
が
出
迎
え
て
く
れ
た
。

各
パ
ン
チ
ャ
ヤ
ッ
ト
に

ヶ
所
設
置
さ
れ
て
い
る
と

- 14 -



め
て
い
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
が

お
釈

礼
地
の

つ
と
し
て
仏
教
徒
の
関
心
を
梨

た
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

以
降
、
四
大
巡

誕
地
で
あ
る
確
証
を
与
え
る
こ
と
と
な
っ

の
も
の
と
推
定
さ
れ
、
同
地
が
釈
迦
の
生

こ
の
石
村
の
碑
文
が
紀
元
前
二

I
i
0
年
頃

い
わ
れ
る
卜
部
か
折
れ
た
石
杜
か
あ
る
。

そ
こ
に
は
‘
ア
シ
ョ
カ
上
が
建
て
た
と

10月1日

礼拝する佐藤隆先生と高桑栄松先生

vヽ

五・
1

分
程
で
目
的
地
に
到
焙
°

か
ら
西
に
十
九
キ
ロ
の
道
を
バ
ス
で
向
か

八
時
十
分

バ
イ
ワ
ラ
空
港
消
。

空
港

る。 太
陽
は
‘
ど
こ
ま
で
い
っ
て
も
つ
い
て
く

そ
の
大
地
か
逆
に
な
っ
た
よ
う
な
眼
ド
の

い
う
よ
り
形
か
は
っ
き
り
と
映
っ
て
お
り

で
あ
る
。

眼

下

の

水

田

に

太

陽

の

光

と

るc 

地
平
線
ま
で
見
渡
す
か
ぎ
り
の
水
田

景
色
は
一
転
し
て
タ
ラ
イ
の
大
平
野
に
変

10月1日

お釈迦様の生まれた菩提樹前の一行

七
時
三
卜
分
に
カ
ト
マ
ン
ズ
空
港
を
離
陸
。

カ
ト
マ
ン
ズ
の
盆
地
を
抜
け
る
と

日
は
到
培
日
と
同
じ
よ
う
な
快
晴
゜

首
相

国
会
議
長
他
‘

ネ
パ
ー
ル
側
の
祈
り
が
本
当
に
天
に
通
じ
た
の
か

こ
の

際
に
空
港
で
行
な
う
こ
と
に
変
更
し

ル
ン
ビ
ニ
に
行
く
こ
と
と
な
っ
た
。

国
王

最
終
日

午
前
中
に
予
定
さ
れ
て
い
た
記
者
会
見
を
出
発
間

釈

迦

生

誕

の

地

十
月
一

H
（
水
）
、

ル

ン
ビ

ヘ

郡
視
察
に
関
す
る
感
想
な
ど
の
会
話
が
交
わ
さ
れ
た
。

二
十
時
、
金
子
大
使
公
邸
に
て
夕
食
会
。

午
前
中
の
カ
フ
レ
パ
ラ
ン
チ
ョ
ー
ク

ル
国
会
議
貝
は
じ
め
今
回
の
訪
問
関
係
者
か
一
同
に
出
席
さ
れ
て
い
た
。

- 15 -



10月1日 帰国前の記者会見（空港内）． 

を
受
け

は
じ
め
、
お
世
話
に
な
っ
た
多
く
の
方
々
の
見
送
り

四
時
十
五
分

者
お
よ
び
国
民
に
対
す
る
謝
辞
か
述
べ
ら
れ
た
。

十

め
常
に
暖
か
く
迎
え
て
下
さ
っ
た
ネ
パ
ー
ル
側
関
係

名
誉
団
長
よ
り

本
訪
ネ
の
成
果
と
国
王
陛
下
は
じ

済
し
た
時
と
お
な
じ
く
空
港
内
に
て
行
な
っ
た
。
福
田

ト
三
時
二
十
分
か
ら
記
者
会
見
を
第
一
日
目
に
到

空
港
に
。

に
到
済
。

一
端
ホ
テ
ル
に
戻
っ
て
荷
物
を
ま
と
め
一
時
間
後

十
時
五
十
分

バ
イ
ワ
ラ
空
港
を
発
ち

こ
こ
で
一
行
全
貝
は
礼
拝
を
済
ま
せ

か
あ
る
が

あ
る
。

ま
た

マ
ヤ
デ
ビ
寺
院
の
中
に
‘

マ
ー
ヤ
夫
人
を
祀
る
誕
生
仏
か
い
く
つ

国
内
組
織
と
し
て
「
ル
ン
ビ
ニ
開
発
基
金
し
が
設
沼
さ
れ
て
お
り

現
在
‘
ネ
パ
ー
ル

連
に
「
ル
ン
ビ
ニ
開
発
国
際
委
員
会
」
が
組
織
さ
れ
、

一
九
七
九
年
に
日
本
の
丹
下

一
九
七

0
年
、

ネ
パ
ー
ル
政
府
の
要
請
に
よ
り
国

ネ
パ
ー
ル
政
府
は
‘

こ
の
地
を
国
際
的
な
巡
礼
地
お
よ
び
観
光
地
に
開
発
し
よ

も
な
い
。

゜ヽ

て
た
ス
ト
ゥ
ー
ノ

迦
様
が
生
誕
さ
れ
た
と
い
う
大
答
な
菩
提
樹
の
下
に
マ
ヤ
デ
ビ
寺
院
と
呼
ば
れ
る

（
卒
塔
婆
）

う
と
計
画
を
推
進
中
で
あ
る
。

健
三
氏
が
作
成
し
た
甚
礎
設
計
の
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
が
完
成
。

こ
の
理
事
長
を

ギ
ャ
ネ
ン
ド
ラ
玉
弟
殿
下
が
務
め
ら
れ
本
格
的
募
金
活
動
が
は
じ
め
ら
れ
て
い
る
。

H
本
か
ら
は
一

JL
七

0
年
万
他
の
基
金
か
ら
四
万
ド
ル
が
拠
出
さ
れ
て
い
る
他
、

個
人
・
団
体
か
ら
六
十
億
ル
ピ
ー
を
超
す
援
助
が
寄
せ
ら
れ
て
い
る
と
の
こ
と
で

こ
の
一
部
は
日
本
か
ら
贈
ら
れ
た
も
の
と
の
こ
と
で
あ
っ
た
。

再
び
バ
ス
で
バ
イ
ワ
デ
空
港
へ
。

十
一
時
三
十
分
‘

シ
ン
厚
生
大
臣
、

カ
ト
マ
ン
ズ
空
港

再
び
カ
ト
マ
ン
ズ

ビ
ス
タ
元
首
相
を

一
行
は
ネ
パ
ー
ル
に
心
を
残
し
な
か
ら
‘

タ
イ
航
空
三
―
二
便
に
て
帰
途
に
つ
い
た
。

の
あ
と
が
残
る
だ
け
で
施
設
と
い
え
る
も
の
は
何

っ
て
い
た
同
地
に
遺
跡
か
発
見
さ
れ
た
の
ち
に
ネ
パ
ー
ル
政
府
が
史
蹟
と
し
て
建

小
さ
な
石
窟
の
よ
う
な
礼
拝
所
が
あ
る
他
‘
十
九
世
紀
後
半
に
ジ
ャ
ン
グ
ル
と
な

- 16 



、．，ー一
—ふ-- - 層 回 亘

I 9 8 I年 1985年 阻位

'' 

8. 年平均増加率 1971-81年 2.66 ％／年 .. 

1981-85年 2.57 ％／年 I 9 8 I年 l 9 8 S年 限位 （一）
9. 孔幼児死亡辛給It 123.0 111.5 人口tOOO入対

男子 117 .0 105.6 人口lOOO人対 I. 人口 IW 15,0粉，839 16,6お，439 人 ネ
女子 128.3 117.8 人口LOOO人対 男性 7.695.JJS 8,545, 釦 人 ノ＜

皿也産数 6.3 6.1 15-49歳の女性 (51.2%) (51.m 

II. 平均寿命 平均 49.5 51.5 歳 女性 1,321,503 8,080,ll2 人

男性 50.9 52.9 歳 (48. 就） (48.6%} 
）レ

女性 48.l 50. I 誤 互蓮積 147,181 ld 

12. 扶楼家族割合 81 人口 100人対 3. 人口情成 0 -14歳 6,211.972 6,949, 疫M 人 人
13. 沿字卒 mt 2,8ぶl,435 6歳以上 Ul. 泣） (4l.8l) 

口
(23.3') 15-64歳 8,321.301 9,113,536 人

男性 2,111,025 6歳以上 (&5.4!l (55. 汎） 統
(34.0tl 65歳以上 489,566 502,019 人 計

女性 716,410 6歳以上 (3.3%) (3.0%) 

02.m 4. 人口分布 山岳地帯 1,302, 臨 1,380,803 人

14. 就稟別人口比 棗業・漁震 91.4 X (8.11) (8.3%) 

作業労慟 3.1! 丘佼地帯 7,163.115 7,618,987 人

叛売茎 l.3X c,1.m (45. 収）

研究• 技術 0,9 X タライ平野 6,556,828 7,625.649 人

翌閑 0.1% U3. 訊） (45.9%) 

サーピス業 0.2% 5. 人口密度 102暑 l 113.0 人/kd

官公庁 0.11 6. 粗出生率 44.0 41.6 人01000人対

その伯 2.3% 1. 粗死亡辛 18.5 16.6 人口!000人対
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発
の
均
衡
を
保
つ
。

[
人
口
動
向
予
測
】

人
口
増
加
に
よ
る

It
力
を
最
小
化
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
人
口
増
加
と
経
済
開

【
目
的
】

け
‘
複
眼
的
視
点
を
持
た
な
け
れ
は
な
ら
な
い
，

す
る
に
は

人
口
間
題
・
家
放
計
画
に
つ
い
て
も
各
分
野
の
開
発
計
画
と
結
び
付

つ

人
々
の
生
活
水
準
を
引
き
上
け
る
こ
と
か
重
要
で
あ
る
。

産
児
制
限
に
対
す
る
民
衆
の
意
識
を
考
慮
し
つ

当
面
す

【
基
本
方
針
】

（
ネ
パ
ー
ル
政
府
発
表
の
計
画
書
要
旨
）

（
一
九
八
五
年

i
一
九
九

0
年）

ネ
ハ
ー
ル
に
お
い
て
人
口
政
策
を
円
滑
に
す
す
め
て
い
く
た
め
に
は
‘

る
さ
ま
さ
ま
な
技
術
的
困
難
や
‘

政
策
目
標
を
逹
成

□
第
七
次
五
ヶ
年
計
画
に
お
け
る
人
口
政
策

1981年

. . 

1985年 屯位

15. 宗1k

16. 母語

注）

ヒンドゥー

仏教

モスリム

その他

ネパーリー

マイティリ

ポジプリー

クルー

クマン

89.5 X 

5.3% 

2.6% 

2.6% 

ネワリー

その1,
11. 世搭数

18. 平均世帯人故

19. 家族計画受容者堕金

⑳．受容者数 鯰It

不託手術

一峙的避妊

53.4 l 

II.I I 

1.61 

3.61 

3.51 

3.0% 

12.8% 

2,585, I汰

筵

l&Jc 

1.389渇35

135,899 

謳瞑

-P
＿
 人＿

8.0-9.0 X 15-49歳U沿女性

2,535, 蹴 人

額，719

2,196,875 

人
人
＿

数字は全てネハール国家人口委貝会森料からの

ものてある。
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a
 六

家
族
計
画
の
受
給
者
の
追
跡
調
査
を
行
う
。

jj 

の
使
用
者
を
増
加
苔
せ
る
。

特
に
出
産
率
の
高
い
年
代
に
凩
点
を
笛
く
。

四
‘
永
久
避
妊
方
（
手
術
）
を
梱
続
し
て
用
い
る
と
と
も
に

家
放
計
両
サ
ー
ビ
ス
の
管
理
体
制
と
組
織
を
強
化
す
る
。

率
、
人
口
密
度
の
高
い
地
域
に
特
に
重
点
を
罹
く
。

人
口
増
加

家
放
計
血

Ii. 

増
加
し
て
い
る
移
住
・
移
民
を
統
制
す
る
。

団
体
の
参
加
を
促
し
て
い
く
。

四
、
人
口
に
関
す
る
プ
ロ
ク
ラ
ム
に

パ
ン
チ
ャ
ヤ
ッ
ト

民
間

え
る
。

地
位
‘
婦
人
の
教
育
・
就
業
問
姐
は
‘
人
口
増
抑
制
に
重
要
な
影
脚
を
あ
た

婦
人
に
関
連
し
た
プ
ロ
ク
ラ
ム
を
最
重
要
課
題
と
す
る
。

婦
人
の
社
会
的

活
動
を
統
合
す
る
。

経
済
開
発
と
人
口
問
題
の
関
連
を
考
慮
し
、
人
口
間
題
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の

家
族
計
画
サ
ー
ヒ
ス
を
拡
充
拡
大
し
て
い
く
。

【
政
策
】

一
八
三
五
万
人
‘
後
者
で
は
一
八
九
一
万
人
と
な
る
。

i L ゚
に
お
い
て
は
‘
増
加
率
ニ
・
」
ハ
―
%
‘
出
産
数
五
・
八
人
に
な
る
こ
と
か
予
測
さ

し
か
し
、
実
際
の
最
近
の
人
口
動
向
を
分
析
・
検
討
す
る
と
、
第
七
次
計
圃
期
間

TL
ヶ
年
計
画
中
に
増
加
率
を

出
産
数
を
四
人
に
す
る
必
要
か
あ
る
。

る。

（
一
九
八
五
年
は
‘
総
人
口
は
約

六
六

0
ガ
人
）

こ
の
た
め
に
は
、
第
七
次

達
成
さ
れ
る
と

九
J

・
ニ
％
‘

二
0
0
0
年
に
は
ネ
パ
ー
ル
の
総
人
口
は
一
一
六

0

0
万
人
と
な

第
七
次
計
画
の
終
わ
る
一
九
九

0
年
に
は
、
前
者
の
予
測
て
は
総
人
口
は

住
民
を
啓
蒙
し
‘

•
九
九
％
‘

社
会
組
織
、

-
、
家
族
計
画
サ
ー
ヒ
ス
ヘ
の
要
望
を
満
た
し
て
い
く
と
と
も
に
‘

さ
ま
さ
ま
な
避
妊
方
の
使
用
を
普
及
さ
せ
る
。

一
時
的
避
妊
方

家
族
計
画
の
考
え
方
を
普
及
さ
せ
る
た
め
の
人
材
を
養
成
す
る
。

女
性
一
人
当
た
り
の
出
産
数
を

t-・

五
人
と
す
る
。

こ
の
計
画
か

二

0
0

0
年
ま
て
の
一
五
年
間
の
長
期
計
画
に
お
い
て
は
‘
年
間
人
口
増
加
率
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e
 

就
業
す
る
に
は
‘
町
村
パ
ン
チ
ャ
ヤ
ッ
ト
か
ら
の
就
業
許
可
を
と
る
こ
と

す
る
。 入

田
時
に
お
い
て

市
民
権
を
含
め
た
個
人
情
報
を
登
録
さ
せ
る
よ
う
に

移
民
の
統
制

と
協
力
し
て
行
う
。

四
、
政
府
は
‘
人
口
問
題
に
関
す
る
訓
練
コ
ー
ス
や
セ
ミ
ナ
ー
を
、
民
間
団
体

民
間
団
体
か
ら
代
表
を
だ
し
て
い
る
、
人
日
間
題
援
助
中
央
委
員
会
(
C
e
n
'

ヽ

c

て
し

V
こ
れ
ら
の
制
度
・
絹
織
を
と
う
し
て

戸
籍
登
録
制
度
を
促
進
•
普
及
し

グ
ラ
ム
を
促
進
•
普
及
す
る
の
に
必
痰
な
サ
ポ
ー
ト
を
与
え
る
。

こ
れ
ら
の
組
織
の
活
動
‘
並
び
に
人
口
問
題
や
家
族
計
圃
に
関
す
る
プ
ロ

d

町
村
ハ
ン
チ
ャ
ヤ
ッ
ト

民
間
団
体
を
活
性
化
す
る
。

四
‘
婦
人
の
就
業
機
会
が
増
加
す
る
よ
う
に
努
力
す
る
。

高
等
教
育
を
受
け
る
機
会
を
広
く
女

f
に
あ
た
え
る
。

技
能
訓
練
コ
ー
ス
に
‘
女

f
の
入
学
者
数
を
増
加
さ
せ
る
。

公
式
‘
非
公
式
教
育
を
問
わ
す
、
女
子
の
入
学
者
数
を
増
加
さ
せ
る
。

c
 五

算
す
る
。

四
‘
開
発
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
結
果
と
効
果
を
‘
人
ロ
一
人
当
た
り
を
晶
礎
に
計

る。
既
存
の
組
織
が
家
族
計
圃
サ
ー
ビ
ス
を
行
え
る
よ
う
に
棺
備
す
る
。

保
健
サ
ー
ビ
ス
と
結
合
さ
せ
る
。

開
発
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
準
備
段
階
で
人
口
増
加
の
実
体
を
取
り
入
れ
る
。

開
発
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
家
族
計
画
の
知
識
普
及
と
人
口
教
育
を
取
り
入
れ

開
発
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
立
案
・
施
行
に
た
ず
さ
わ
る
人
々
に
訓
練
を
行
う
。

女
性
の
教
育
と
就
業

を
義
務
と
す
る
。

社
会
組
織
、

tral 
P
o
p
u
l
a
t
i
o
n
 
A
s
s
i
s
t
a
n
c
e
 
C
o
m
m
i
t
t
e
e
)
 

""J t
2
研
止
ル

2

T
る。

家
族
計
画
サ
ー
ビ
ス
は

b

開
発
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
統
合
さ
れ
た
人
口
問
題
活
動

七
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森
林
破
壊
や
上
壌
崩
壊
な
ど
の
好
ま
さ
る
結
果
を
も
た
ら
し
て
き
た
。

ビ
ス
を
政
策
の
重
要
課
題
と
し
‘

ネ
パ
ー
ル
政
府
は

一
九
七
五
年
か
ら
始
ま
る
第
五
次
五
ヶ
年
計
画

-
J
L
六
五
年
の
第
三
次
五
ヶ
年
計
画
よ
り
家
族
計
画
サ
ー

き
起
こ
さ
れ
た
人
口
圧
は
‘
辺
境
地
域
に
い
た
る
ま
で
の
耕
地
の
拡
張
を
招
き

％ 

一
九
七
一
年
ー
八
一
年
に
は
ニ
・
七
％
に
も
達
し
て
い
る
。

こ
の
た
め
に
引

均
増
加
率
か

ロ
増
加
率
は
ま
す
ま
す
高
く
な
っ
て
苔
て
い
る
。

一
九

h
一
年

1
六
一
年
の
年
平

出
産
率
か
持
続
し
て
い
る
の
に
も
か
か
わ
ら
ず
死
亡
率
が
低

F
傾
向
を
ホ
し
‘

人

及
ぱ
す
こ
と
は

一
九
五

0
年
代
後
半
か
ら
認
識
さ
れ
て
き
た
が

国
ネ
パ
ー
ル
の
人
口
問
題
に
関
す
る
組
織
・
機
関

ス
を
設
け
、
必
要
な
制
度
を
整
備
す
る
。

人
u

問
題
に
従
事
し
て
い
る
人
々
の
た
め
に
‘
短
期
•
中
期
の
訓
練
コ
ー

人
口
教
育
の
コ
ー
ス
を
高
等
レ
ベ
ル
に
入
れ
て
、
教
師
を
訓
練
す
る
。

く

高

等

教

育

に

も

入

れ

て

い

く

。

人
日
間
題
に
関
す
る
コ
ー
ス
を
‘
公
式
、
非
公
式
教
育
の
場
だ
け
で
は
な

g

人
口
教
育
と
訓
錬

出
生
・
死
亡
双
梵
録
は

パ
ン
チ
ャ
ヤ
ッ
ト
を
通
し
て
よ
り
効
果
的
に
行
う
。

す
る
。
分
析
•
立
案
の
た
め
に
‘
集
計
さ
れ
た
統
計
が
利
用
で
き
る
よ
う
に
整
備

（
国
家
人
口
委
員
会
資
料
よ
り
）

ネ
パ
ー
ル
に
お
い
て
、
怠
激
な
人
口
増
加
が
国
家
開
発
計
画
に
重
大
な
影
咽
を

そ
の
後
、
高

•
七
％
で
あ
っ
た
の
に
対
し
て
‘
一
九
六
一
年
ー
七
一
年
は
ニ
・
一

出
生
・
死
亡
登
録
は
‘
漸
次
す
べ
て
の
郡
に
拡
大
す
る
。

f
 
戸
籍
登
録
制
度
の
拡
大
と
強
化

＜ ゚

四
‘
既
存
の
訓
練
プ
ロ
グ
ラ
ム
は
‘
大
き
な
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
内
で
指
導
し
て
い

技
能
を
開
発
す
る
た
め
に
‘
全
土
に
訓
錬
所
を
組
織
し
て
い
く
。
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図

家

族

計

画

母

f
保
健
計
画

プ
ロ
ク
ラ
ム
の
中
に
組
み
入
れ
ら
れ
る
。

関
・
組
織
か
ら
提
出
さ
れ
た
計
画
は
‘
当
委
貝
会
で
検
討
・
調
整
さ
れ
、
そ
の
後

ま
た
‘
簡
年
会
計
年
度
始
め
に
各
機

④
大
蔵
省
と
協
力
し

年
間
の
人
口
間
題
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
準
備
し
‘
③
実
施
さ
れ
た
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
対
し

具
体
的
に
は
‘
①
関
係
諸
機
関
・
組
織
に
人
口
政
策
と
計
画
概
要
を
ホ
し
‘
②

な
ど
が
あ
げ
ら
れ
る
。

⑤

移

民

人

口

流

入

の

統

制

④ ③ 

保
健
衛
生
プ
ロ
グ
ラ
ム
ヘ
の
住
民
参
加
促
進

女
性
の
社
会
的
地
位
の
向
上

② ① 

種
々
の
開
発
計
画
へ
の
人
口
政
策
の
導
人

家
族
計
画
サ
ー
ビ
ス
の
拡
充

行
政
レ
ヘ
ル
で
の
最
高
決
定
機
関
て
あ
る
。

そ
の
晶
本
政
策
は

含
ま
れ
る
。

糾
織
強
化
を
は
か
っ
た
。

評
議
貝
に
は
国
会
議
員
が

一
九
七
八
年
首
相
直
属
の
機
関
と
し
て
設
立
。

九
八
二
年
に
は
常
勤
の
副
委

(1) 
【

1
】

計
両
の
終
了
す
る
一
九
九

0
年
ま
で
に
女
性
一
人
当
た
り
の
出
産
率
を

間
レ
ベ
ル
で
各
種
の
組
織
•
制
度
か
設
立
さ
れ
活
動
し
て
い
る
。

政
府
関
係
機
関

国
家
人
口
委
貝
会

貝
長
と
ポ
務
局
を
設
償
し
、

(National 
C
o
m
m
i
s
s
i
o
n
 o
n
 P
o
p
u
l
a
t
i
o
n
 〔
Z
P
C〕

）

人
口
政
策
を
立
案
し
‘

ま
た
関
係
諸
官
庁
や
民
間
組
織
を
調
整
す
る

て
モ
ニ
タ
ー
と
評
価
作
業
を
行
っ
て
必
要
な
指
針
を
与
え
‘

て
資
金
援
助
機
関
と
の
会
議
を
招
見
す
る
。

国
家
計
画
委
貝
会

(
N
a
t
i
o
n
a
l
P
l
a
n
n
i
n
g
 
C
o
m
m
i
s
s
i
o
n
)

に
送
ら
れ
‘

保
健
省
大
臣
を
議
長
と
す
る
家
族
計
画
母
子
保
健
審
議
会

全
体
の
開
発

(
F
a
m
i
l
y
 
P
l
a
n
n
i
n
g
 
a
n
d
 M
a
t
e
r
n
a
l
 
C
h
i
l
d
 
H
e
a
l
t
h
 
P
r
o
j
e
c
t
)
 

(
F
p
/
M
C
H
 

．
一
％
に
す
る
こ
と
を
目
標
と
し
て
い
る
。

そ
の
た
め
に
、
政
府
レ
ベ
ル

民

六
•
三
人
か
ら
四

·
O
人
に
引
き
下
け

―1
0
0
0
年
に
は
年
間
人

U
増
加
率
を

圃
で
は

で
は
総
合
的
人
口
政
策
を
取
り
入
れ
た
。

一
九
八
五
年
か
ら
の
第
七
次
孔
ヶ
年
計
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ア
挟
滅
‘
⑪
廂
前
府
後
の
健
康
管
理
‘
⑫
計
画
・
拌
価
・
報
告
と
な
っ
て
い
る
。

的
的
気
の
初
歩
治
療
‘
⑦
戸
籍
梵
鐸

⑨
訓
練
‘
⑭
マ
ラ
リ

⑤
結
核

ら
い
病
対
策
‘
⑥
一
般

で
構
成
さ
れ
る
。

主
な
目
的
は

（
啓
蒙
と
避
妊
用
具
の
配
布

大
蔵
省
な
ら
ひ
に
パ
ン
チ
ャ
ヤ
ッ
ト
地
方
開
発
省
代
表

予
防
接
種
粋
及
ブ
ロ
グ
ラ
ム
議
長
‘
緒
核
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
議
長

、
。
ヽ
レ

、
ズ
；
ー

1

マ
ラ
リ
ヤ

て
実
施
さ
れ
た
タ
ラ
イ
平
野
に
お
け
る
同
様
の
試
み
で
あ
る
。

審
議
会
の
議
長
は

郡
の
丘
陵
地
幣
に
お
け
る
総
合
的
方
策
の
実
施
と
‘
②
一
九
七
二
年
よ
り
ハ
ラ
郡

L
こ。

さ
オ

f

―
つ
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
と
は
‘
①

-
J
L
七
一
年
に
開
始
さ
れ
た
カ
ス
キ

二
つ
の
ハ
イ
ロ
ゾ
ト
・
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
成
功
に
よ
り

一
九
八

0
年
に
設
立

D
e
v
e
l
p
o
m
e
n
t
 p
r
o
j
e
c
t
 
C
I
C
H
S
D
P〕

）

(3) り
も
家
族
計
画
の
は
う
に
承
点
か
罹
か
れ
て
い
る
。

ー
カ
ー
を
擁
し
て
い
る
。

サ
ー
ヒ
ス
は
す
べ
て
無
料
で
、
実
際
に
は
母

f
保
健
よ

け
持
ち

⑤
計
画
・
調
査
・
評
価
作
業
な
ど
て
あ
る
。

養
成

避
妊
用
具
配
布
な
ど
）
‘
③
人
材

①
母
＋
保
健

(

B

C

G

D

P

T

ポ
リ
オ
・
ワ
ク
チ
ン

産
前
産
後
の
健
康
管

W
H
o
‘

U
N
I
C
E
F
代
表
も
招
へ
い
さ
れ
る
。

‘
干
な
活
動
は

述
）
議
長
‘

大
蔵
省
外
田
援
助
部
代
表
て
構
成
さ
れ

血
部
代
表

B
o
a
r
d
)
の
行
政
組
織
と
し
て
一

JL
六
八
年
に
設
立
き
れ
た
。

貝
会
委
貝
長
‘

囚
会
杜
会
委
貝
会
委
貝
長
‘

国
家
社
会
福
祉
委
貝
会
代
表
‘

U
S
A
I
D
‘
 

理
な
ど
）
②
家
族
計
画
サ
ー
ビ
ス

保
健
省
次
官
で
、

挟
滅
協
会
会
長
‘

②
保
健
指
導
‘

保
健
局
局
長
‘

中
央
保
随
研
究
所
所
長
‘

③
予
防
接
種
、

保
健
省
次
官
‘

保
健
局
局
長
‘

（
不
妊
手
術
‘

①
家
放
計
画

④
栄
養
指
導
‘

ま
た
国
家
人
口
委
員
会
‘

（
不
妊
手
術
ヤ
ャ
ン
プ
や
地
元
サ
ー
ビ
ス
の
指
導
）
‘
④
広
報
・
教
脊
•
交
流
、

F
p
/
M
C
H
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
は
ネ
ハ
ー
ル
の
七

Ti
の
郡
の
う
ち
五
二
郡
を
受

二

Ii
六
の
ク
リ
ニ
ッ
ク
と
二
五

0

0
人
の
町
村
レ
ベ
ル
の
ヘ
ル
ス
・
ワ

総
合
的
地
城
保
健
向
上
計
画

(
I
n
t
e
g
r
a
t
e
d
C
o
m
m
u
n
i
t
y
 H
e
a
l
t
h
 
S
e
r
v
i
c
e
s
 

F
p
/
M
C
H
議
長
、

⑧
委
託
サ
ー
ヒ
ス
、

I
C
H
S
D
P
は
ニ
―
―
一
の
郡
に
一
．
五
七
の
ヘ
ル
ス
・
ポ
ス
ト
と
二
四
九
二
人
の
村

I
C
H
S
D
P
 （
後

組
さ
れ
た
か

一
九
七
八
年
よ
り
審
議
会
は
保
健
大
臣
を
議

K
に

国
会
開
発
委

国
家
叶
画
委
貝
会
叶

そ
の
後
い
く
度
か
改

一~—- 23 --



啓

蒙

ェ
ク
ト
を
持
ち
‘

現
在
の
会
長

ネ
パ
ー
ル
赤
十
字
杜
は
一
九
八

0
年

に

シ

ャ

ン

ジ

ャ

郡

な

ら

び

に

チ

ト

ワ

ン

郡

の―

1
0
の
パ
ン
チ
ャ
ヤ
ッ
ト
て
家
族
計
画
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
開
始
し
た
。

③

ネ

パ

ー

ル

赤

卜

字

杜

／

家

族

計

圃

プ

ロ

ジ

ェ

ク

ト

は
プ
レ
ク
シ
ャ
妃
殿
下
て
あ
る
。

七
五
の
郡
の
う
ち
二
五
郡
を
カ
ハ
ー
し
て
い
る
。

け
て
い
る
。

国

内

に

一

七

の

支

部

と

ニ

ヶ

所

の

活

動

拠

点

三
つ
の
特
別
プ
ロ
ジ

（
最
大
は

I
P
P
F
)

我

か

国

も

J
O
I
C
F
P
か
＿
九
じ

JL
年

よ

り

扱

助

を

続

な
っ
て
い
る
。

ネ

パ

ー

ル

政

府

を

含

め

て

―

二

の

機

関

よ

り

拠

出

金

を

得

て

お

り

て
お
り

今
年
度
は
四

九

J
L
H
J
j
ル
ピ
ー
で

-
J
L八
0
年
の
七
•
四
倍
と

評
価
作
業
‘

資
源
開
発
を
主
な
活
動
と
し
て
い
る
＂

f
算

規

模

は

急

速

に

拡

大

し

関
係
に
あ
る
。

ま
た

F
p
/
M
C
H
や

I
C
H
S
D
P
の
よ
う
な
政
府
機
関
と
も
密
接
な

教
育
・
広
報
‘

医
療
サ
ー
ビ
ス
、

総
合
村
洛
開
発
‘

訓
紬
、
調
杏
~

あ
り

た
も
の
を
意
味
し
て
い
る
。

I
P
P
F
 （
川
際
家
族
計
画
連
盟
）

の
メ
ン
バ
ー
で

増

抑

制

だ

け

で

な

く

‘

よ

り

よ

い

生

活

の

た

め

の

母

了

保

健

や

家

族

福

祉

を

含

め

駆
的
役
割
を
果
た
し
て
き
た
。

家
族
計
両
や
母
子
保
健
の
よ
う
な
地
元
住
民
の
理
解
と
参
加
•
協
力
が
不
可
欠

民
間
組
織
の
役
割
も
重
要
で
あ
る
。

題
に
関
し
て
活
動
し
て
い
る
全
国
規
悦
の
民
間
組
織
・
団
体
は
二
二
あ
り
‘

ら
は
国
家
杜
会
向
上
調
整
審
議
会
(
S
o
c
i
a
l
S
e
r
v
i
c
e
 N
a
t
i
o
n
a
l
 C
o
o
r
d
i
n
a
t
i
o
n
 C
o
u
n
c
i
l
 

人
口
•
家
族
計
画
活
動
は
主
に
保
健
向
上
調
整
委
員
会
(
H
e
a
l
t
h
S
e
r
v
i
c
e
 

C
o
o
r
d
i
n
a
t
i
o
n
 
C
o
m
m
i
t
t
e
e
)
 
の
も
と
に
罹
か
れ
て
い
る
。

(
F
a
m
i
l
y
 
P
l
a
n
n
i
n
g
 
A
s
s
o
c
i
a
t
i
o
n
 
of 
N
e
p
a
l
 〔
F
P
A
N
〕
）

当
協
会
の

「
家
族
計
画
」

の
概
念
は
、
単
に
人
口

F
P
A
N
は

l

几

五

九

年

に

設

立

さ

れ

‘

ネ

パ

ー

ル

に

お

け

る

家

族

計

画

の

先

m
ネ
ハ
ー
ル
家
族
計
画
協
会

る
が

〔

S
S
N
C
C
〕
）
て
調
整
さ
れ
て
い
る
。

S
S
N
C
C
は
六
つ
の
部
門
に
分
け
ら
れ
て
い

そ
れ

な
分
野
で
は

現
在
‘
人
口
•
家
族
計
圃
問

【

2
】

民

間

組

織

落
レ
ベ
ル
の
ヘ
ル
ス
・
ワ
ー
カ
ー
を
持
つ
＂
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"''次5,年lt丙9こおける人口関係プログうム r・I!:見袂もり

-

年度 .... ~ ~ 
沿 r•算

~ ~ 

1985/部 11.4

I偲6/81

1931/羽

21.8 

ぉ.0

ネバール政府

4.1 

1.0 

9.1 

1933189 

us S _100ガ

札国U助 ＿投IJ,割合(¥) ---

12.1 (72) 

8

3

 

．
．
 

4

6

 

I

I

 

(68) 

31.2 t3.l t8.t 

l郎9/90 37.4 tS.7 _21.7 t58l 

給 It t33.8 功，2 83.6 l防）-ー••

※外国投助のうち最大のもの"""'° (米国国燦間発局）であり，近年はU¥FPA (国連人

n店勧基金）のほ助も増えてきている。その(0,hllO, U"CEF, llO, FAOのような国連槙

閃、 IP秤（国悠家放It再連盟）， FPIA(国際家族It画'"会）， tvS(Joternatiooal 

Voloota,y Ste<ili,atioo Prng,a,), パスファインダー基金，また"''からはJOICFPが

炭金ほ助をしている。

(63) 

(58) 

1985/86年家族It酉母子保紺プログラム実傾

ビル

IUD {ちつ内召虹具）

枷匹-prn,m・i!l虹iU!

コン r-1、

BCG 

FP/削Cプnジェクト

63,338 

1.259 

6,968 

11,1羽

ICHSOPプnジェクト 合計

11,101 14,445 

1,259 

3,383 

111,414 20,851 198. 祁5

不II手術 34,114 15,108 49,282 一．．・-

合 II 283,153 50,449 . 333,602 .. 

母子保[lJサ一ピス.新規 496ふ"

DPT (l回目） 16,129 

DPT (2回目以枠） 20,414 

※DPTliジフテリア，百8ぜき，歎傷夙の3榎混合予防I妥権である。

10,351 

実
施
し
て
お
り

ま
た
婦
人
組
織

(
N
W
o
)

るc 

現
在
‘

U
郷
軍
人
組
織
で

―
―
一
の
郡
に
お
い
て
家
族
計
画
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を

お
い
て
も

人
組
織
‘
労
働
者
組
織
の
人
つ
の
部
門
別
組
織
か
あ
り
、
第
七
次
五
ヶ
年
計
画
に

ネ
ハ
ー
ル
に
は
‘
成
人
組
織

婦
人
組
織
、

肖
年
組
織
‘

農
民
組
織
、

こ
れ
ら
の
組
織
の
積
極
的
参
加
と
活
用
を
押
し
進
め
よ
う
と
し
て
い

も

F
P
I
A
の
協
力
を
得
て
広
報
・

在
郷
軍

．． L3
 

部
門
別
組
織

(
C
l
a
s
s
 
O
r
g
a
n
i
s
a
t
i
o
n
)
 

広
報
・
教
育
活
動
に
あ
た
っ
て
い
る
。

(
Y
o
u
t
h
 
Activities 
C
o
o
r
d
i
n
a
t
i
o
n
 
C
o
m
m
i
t
t
e
e
 〔
Y
A
C
C〕

）

F
P
A
N
は

JL
つ
の
登
録
さ
れ
た

Y
A
C
C
と
協
力
し
て
数
年
前
よ
り
啓
蒙
・

(,l) 

肖
年
活
動
調
整
委
員
会

N
や

F
p
/
M
C
H
も
関
与
し
て
い
る
。

そ
の
財
源
は
国
際
家
族
計
画
協
会

(
F
P
l
A
 
か
供
与
し
て
い
る
が

F
P
A
 

い
く
つ
か
の
郡
で
は
‘
母
親
ク
ラ
ブ
が
家
族

nt圃
や
健
康
管
理
を
担
っ
て
い
る
。

(3) 

母
親
ク
ラ
プ

動
と
し
て
い
る
"

広
報
・
教
育

(
M
o
t
h
e
r
s
 
C
l
u
b
)
 

一
時
的
避
奸
用
具
の
配
布
記
録
‘
基
礎
健
康
管
理
な
ど
を
主
な
活
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で、

F
p
/
M
C
H
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
本
部
及
び

―
つ
の
モ
デ
ル
地
区
て
活
動
を
し

プ
ロ
グ
ラ
ム
を
進
め
て
い
る
。

本
協
会
は
削
者
に
対
し
て
技
術
協
力
を
行
う
も
の

vice 
D
e
v
e
l
o
m
e
r
n
 Project: I
C
H
S
D
P
)
 
の
二
つ
の
計
画
に
よ
り
政
府
の
家
族
計
画

ク
ト ネ

パ
ー
ル
保
健
省
は

(
F
p
/
M
C
H
プ
ロ
ジ
ェ

【

5
】

政
府
の
家
族
計
血
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
寄
り
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
る
。

J
ー

C
A
協
カ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
概
要

【
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
名
】

ネ

ハ

ー

ル

地

域

母

f
保

健

対

策

・

家

族

計

画

プ

ロ

ジ

ェ

ク

ト

(
F
a
m
i
l
y
 P
l
a
n
n
i
n
g
 
a
n
d
 M
a
t
e
r
n
a
l
 
a
n
d
 Child 
H
e
a
l
t
h
 
Project) 

（
カ
ト
マ
ン
ド
ゥ
）

,t
、

（
カ
ブ
レ
訓

家

族

計

血

母

千

保

健

計

画

(
F
a
m
i
l
y
 P
l
a
n
n
i
n
g
 
a
n
d
 M
a
t
e
r
n
a
l
 
C
h
i
l
d
 
H
e
a
l
t
h
 P
r
o
j
e
c
t
 
[
F
P
 /
M
C
H〕

）

日
本
側
協
力
機
関J

O
I
C
F
P
 

プ

ロ

ジ

ェ

ク

ト

の

内

容

家

族

計

両

母

子

保

健

計

画

及
ひ
総
合
的
地
域
保
健
向
上
計
画

(Integrated
C
o
m
m
u
n
i
t
y
 H
e
a
l
t
h
 
Ser' 

文
部
省
、
原
生
省

【

4
】

保

健

省

【

3
】

ネ
パ
ー
ル
側
関
係
機
関

モ
テ
ル
地
区

＂ 

タ
ヌ
ー
シ
ャ
甘

保

健

省

【

2
】

所

在

地

一
九
八

h
年
一

0
月
七

L
l
i
一
九
九

0
年
一

0
月
六

H

（
九
年
間
）

【

1
】

協

力

期

間

（四）

っ
て

立
さ
れ
た
。

一
般
の
小
売
店
で
各
種
の
避
妊
用
具
を
打
料
で
販
売
す
る
こ
と
に
よ

F
p
/
M
C
H
フ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
も
と
て
‘

U
S
A
I
D
の
資
金
協
力
に
よ
り
設

ネ
パ
ー
ル
唯
一
の
家
族
計
画
に
関
す
る
非
背
利
民
間
会
社
。

囮

ネ

ハ

ー

ル

C
R
S
会

杜

啓
蒙
活
動
を
行
っ
て
い
る
。

一
九
七
八
年
に
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を
中
心
に
展
開
さ
れ
て
い
る
。

具
体
的
に
は
‘
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
所
属
の
ヘ
ル
ス

し

ヘ
ル
ス
セ
ン
タ
ー
と
五
ヶ
所
に
配
阻
さ
れ
て
い
る
ク
リ
ニ
ッ
ク

現
地

F
p
/
M
C
H
の
活
動
は

F
P
o
 

標

高

｀
＇
 

J

フ
レ
削

~. 
ィ

ブ

【

8
】

モ
デ
ル
地
区
の
状
況

以
に
お
い
て
第
一
次
基
礎
調
卦
を
実
施
し
、
今
後
さ
ら
に
二
度

H
の
基
礎
調
在
を

体
的
協
力
戦
略
の
作
成
を
行
う
こ
と
に
し
て
い
る
。

叶
年
―
―
一
月
に
は
モ
デ
ル
地

-
0
月
ま
て
の
準
備
期
間
で
現
状
分
析
‘
具
体
的
到
達
目
標
・
指
標
の
設
定

具

当
面
一
九
八
六
年

31
ヶ
年
の
協
力
期
間
を
準
備
、
基
盤
整
備
‘
強
化
‘
拡
充
の
四
段
階
に
分
け

【

7
】
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
現
状

k
J
 

車
両

い

機

材

供

与

（口）（イ）

研
修
貝
受
け
入
れ

②
母
子
保
健
・
家
族

rit
圃
分
野
に
お
け
る
医
療
従
事
者
を
は
じ
め
と
す
る
関
係

【

6
】

わ
が
国
の
技
術
協
力
の
内
容

専
門
家
派
遣
：
現
在
三
名
の
長
期
専
門
家
を
派
遣
中

鉦

年

度

数

名

H
本
で
の
研
修
を
実
施

教
育
普
及
用
視
聴
覚
機
器
・
教
材
‘

行
う
，
ず
定
で
あ
る
。

七
万
人
(
-
九
八
一
年
旧
勢
調
壺
）
。

保
健
・
医
療
機
器
な
ど
を
供

段
階
を
ふ
ん
て
協
力
効
果
を
高
め
る
よ
う
に
計
画
し
て
い
る
。

カ
ブ
レ
郡
は
中
央
開
発
区
域

(
C
e
n
t
r
a
l
R
e
g
i
o
n
)
バ
グ
ワ
テ
ィ
県
に
属
し
‘

一、

0

0
七

m
か
ら
三
‘

0
一
八

m
の
丘
陵
地
帯
に
位
附
し
て
い
る
。
人
口
は
三

O・

(
F
a
m
i
l
y
 
P
l
a
n
n
i
n
g
 
Officer)
を
所
長
と
す
る

F
p
/
M
C
H
の
郡
事
務
所
か
管
理

（
診
療
所
）

者
の
訓
紬
を
実
施
す
る
。

化
を
図
る
。

①
モ
テ
ル
地
区
を
設
定
し
‘
母

f
保
健
事
業
の
拡
充
を
通
し
て
家
族
計
画
の
強

て
い
る
。

具
体
的
に
は
次
の
一
．
つ
を
活
動
目
的
と
し
て
い
る
。
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ネ
ハ
ー
ル
側
実
施
機
関
：
ネ
パ
ー
ル
家
族
計
画
協
会

(
F
P
A
N
 ヽ
ヤ
C,l 

ブ

ロ
ヽゞ

ン

（
ネ
パ
ー
ル
家
族
計
画
協
会
資
料
よ
り
）

国
総
合
家
族
計
画
•
寄
生
虫
対
策
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

(Integrated 
F
a
m
i
l
y
 P
l
a
n
n
i
n
g
 a
n
d
 Parasite Control Project) 

【

1
】
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
実
施
機
関
及
び
援
助
機
関

を
擁
し
て
い
る
。

ネパー）し全土

丈
施
さ
れ
‘

P
B
H
W
は
一
八
四
名

レ
郡
と
同
様
に
郡
事
務
所
を
通
し
て

、。し

F
p
/
M
C
H
の
活
動
は
カ
ブ

ロ
培
加
率
は
四
•
七
％
と
極
め
て
高

イ
ン
ド
か
ら
の
流
入
者
か
多
く
、
人

年
国
勢
調
木
ど
。
ネ
パ
ー
ル
丘
陵
部
や

人
口
は
四

•
三
万
人

•L\ (
-
｝

jー

口二

ビ
ハ
ー
ル
州
と
国
境
を
接
し
て
い
る
。

標
高
六

0
0
-
1
0
0
0
m
‘
 

イ
平
野
に
位
四
し
、
南
は
イ
ン
ド
・

タ
ラ

シ
ャ
ナ
カ
プ
ー
ル
県
に
属
し
て
い
る
。

~
~
 

口．． 

タ
ヌ
ー
シ
ャ
郡
は
中
央
開
発
区
城

圃
の
普
及
と
母
＋
保
健
の
向
上
を
図
っ
て
い
る
。

ダ
ヌ
ー
シ
ャ
郡

W
o
r
k
e
r
)

が
名
配
置
さ
れ
て
お
り
（
全
体
で
，
ハ
八
名
）
、

ま
た

Vヽ

る

゜

エ
イ
ド

村
落
レ
ベ
ル
の
家
族
計

導
‘
④
家
族
計
両
の
啓
蒙

フ
ィ
ー
ル
ド
・
ワ
ー
カ
ー
た
ち
に
よ
り
次
の
よ
う
な
活
動
が
行
わ
れ
て

①
栄
性
・
保
健
教
育
‘

②

f
防
接
種
プ
ロ
ク
ラ
ム
‘

⑤
奸
廂
婦
の
検
診
と
保
健
教
育

各
村
に
は
ヘ
ル
ス
・
ワ
ー
カ
ー

(
P
B
H
W
:
P
a
n
c
h
a
y
a
t
 B
a
s
e
d
 H
e
a
l
t
h
 

③
脱
水
症
状
の
治
療
法
指
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（イ） (3) 

寄
生
虫
対
策

具
体
的
活
動
と
成
果

に
よ
る
躯
虫
薬
の
研
究
•
開
発
。

避
妊
方
法
の
指
導
‘

避
妊
具
の
提
供
、

④
寄
生
虫
対
策
‘

⑤
地
場
資
源
（
薬
草
）

関
係
者
・
参
加
住
民
へ
の
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
、
セ
ミ
ナ
ー
の
実
施

核
し
た
総
合
的
保
健
衛
生
パ
イ
ロ
ッ
ト
・
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
実
施
し
て
き
た
。

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
対
象
地
域
は
六
つ
の
村
落
パ
ン
チ
ャ
ヤ
ッ
ト

(
P
a
n
c
h
k
h
a
l
,

B
h
a
g
b
a
t
i
.
 
B
a
l
u
w
a
.
 
B
h
a
m
a
r
k
o
t
,
 
P
l
a
n
c
h
o
k
.
 
A
n
a
e
k
o
t
)
 

―
―
四
、

0

0
0
人
で
あ
る
。

③
不
妊
手
術
、

①
教
育
・
啓
蒙
な
ど
の
情
報
提
供
・
ヤ
ャ
ン
ペ
ー
ン
活
動
‘
②
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

人
）

彼
ら
を
中
心
に
次
の
よ
う
な
活
動
が
行
わ
れ
て
い
る
。

9

9

 2
 

',． 

現
在
一
七
人
の
フ
ィ
ー
ル
ド
・
ワ
ー
カ
ー
か
従
事
し
て
お
り

（
開
始
当
時
は
六

活
動
内
容

で
、
対
象
人
口
は
、
約

(1) 【

3
】

パ
ン
チ
カ
ー
ル
地
域
の
活
動
内
容

（
都
市
部
）

及
ぴ
パ
ン
チ
カ
ー
ル

（
農
村
部
）

に
お
い
て
寄
生
虫
駆
除
運
動
を
中

家
族
計
画
活
動
の

」
」

ク
ノ
ヒ
巳
、

-
J
f
有＂

と
高
く
叶
価
し

一
九
七

JL
年
よ
り
パ
ク
タ
プ
ー
ル

F
P
A
N
は
こ
の

J
o
I
C
F
P
の
基
本
理
念
を
「
人
道
主
義
的

対
す
る
住
民
の
意
識
を
高
め
、
家
族
計
画
を
受
け
入
れ
る
環
境
を
作
り
あ
け
て
い

に
統
合
さ
せ
る
方
法
を
提
唱
し
‘
柑
界
一
八
ヶ
国
で
協
カ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
実
施

援
助
機
関
：
日
本
の
闘
家
放
計
画
協
力
財
団
(
]
a
p
a
n
e
s
e
 O
r
g
a
n
i
z
a
t
i
o
n
 for Inter ̀

 

national 
C
o
o
r
p
e
r
a
t
i
o
n
 
in 
F
a
m
i
l
y
 
P
l
a
n
n
i
n
g
 
[
J
O
I
C
F
P
〕
）
を
中
心
に
‘

A
v
s
c‘

 

【

2
】
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
目
的
・
内
容

J
o
I
C
F
P
は
家
族
計
画
を
母
子
保
健
を
中
心
と
す
る
健
康
教
育
活
動
の
中

し
て
ぎ
た
。

具
体
的
に
は
寄
生
虫
駆
除
運
動
を
口
火
と
し
て
保
健
衛
生
や
育
児
に

く
の
で
あ
る
。

U
N
I
C
E
F
な
ど
が
協
力
し
て
い
る
。

長
は

F
P
A
N
の
副
議
長
か
兼
ね
て
い
る
。

ェ
ク
ト
の
最
高
政
策
決
定
機
関
て
あ
る
運
営
委
貝
会

(Steering
C
o
m
m
i
t
t
e
e
)
の
議

I
P
P
F
、
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婦
人
の
積
極
的
参
加
に
も
努
力
を
は
ら
っ
て
き
た
。

合
計
九

八
六
年

C
B
P
H
C
ユ
ニ
ッ
ト
の
活

な
く

養
成
で
は
‘
村
落
保
健
指
導
貝
の
定
期
的
な
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
を
実
施
す
る
た
け
で

す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
医
薬
品
の
安
価
で
確
実
な
供
給
を
確
保
し
て
き
た
。

人

材

の
が
特
徴
で
あ
る
。

ま
た
‘
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
は
薬
を
一
括
購
入
し
て
原
価
で
提
供

さ
れ
て
い
る
。

建
物
、
士
地
‘
薬
品
代
は
住
民
側
か
ら
‘

V

H

W
の
賃
金
や
訓
練

代
表
か
ら
な
る
保
健
委
貝
会
に
よ
っ
て
運
営
さ
れ
、
簡
単
な
治
療
行
為
と
予
防
保

モ
ー
ビ
ル
・
ラ
ボ
ラ
ト
リ
ー
に
よ
っ
て
広
範
な
検
便
を
実
施
し
‘

苔
く
貢
献
し
た
。

家
族
計
画
の
普
及
を
図
っ
て
き
た
。

ッ
ト

(
C
o
m
m
u
n
i
t
y
B
a
s
e
d
!
 
P
r
i
m
a
r
y
 H
e
a
l
t
h
 
C
a
r
e
 
Unit)
が
設
置
さ
れ
た
。
(
-
九

八
三
年
|
二
月

i
一
九
八
五
年
十
二
月
）

C
B
P
H
C
ユ
ニ
ッ
ト
は
六
ー
八
名
の
村
の

健
を
行
う
二
人
の
村
落
保
健
指
導
貝

(Village
H
e
a
l
t
h
 
W
o
r
k
e
r
 
〔く
H

W
〕
）
が
配
骰

費
は
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
側
か
ら
提
供
す
る
と
い
う
経
費
分
担
方
式
が
と
ら
れ
て
い
る

各
パ
ン
チ
ャ
ヤ
ッ
ト
か
ら
九
人
の
女
性
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
選
定
す
る
な
ど
‘

動
に
よ
り
住
民
の
保
健
衛
生
へ
の
慈
識
は
済
実
に
高
ま
っ
て
ぎ
て
お
り
‘

上
半
期
で
三

0
二
六
人
か
ユ
ニ
ッ
ト
の
治
療
を
受
け
る
と
と
も
に
‘

た
健
康
運
動
へ
と
広
が
り

全
対
象
村
落
に
住
民
参
加
に
よ
る

C
B
P
H
C
ユ

基
本
的
保
健
衛
生
へ
の
関
心
は
‘
さ
ら
に
幼
児
死
亡
率
の
低
下
に
重
点
を
四
い

い

C
B
P
H
C
ユ
ニ
ッ
ト
の
設
罹

一
九
七
九
年
の
二
％
か
ら
八
五
年
の
二

0
％
へ
と
大
幅
に
増
加
し
た
。

生
虫
対
策
の
効
果
に
よ
っ
て
醸
成
さ
れ
た
住
民
の
信
頻
感
に
よ
り
、

受
入
数
は

`~ 
ロ
~
~
 

週
二
回
の
ク
リ
ニ
ッ
ク
を
実
施
し
て

寄

家
族
計
画
の
普
及

井
戸
が
改
善
さ
れ
た
）

（
例
え
ば

こ
れ
ま
で
三
四
六
の
屋
外
便
所
が
設
置
さ
れ
、
九
二
の
飲
料
水
用
浅

こ。f
 

9
t
 

j
t
 

改
善
へ
の
自
覚
を
促
し
、

住
民
の
労
力
提
供
に
よ
る
種
々
の
公
衆
衛
生
事
業
が
行

寄
生
虫
対
策
に
よ
る
目
に
見
え
た
効
果
は
‘
住
民
た
ち
に
衛
生

％
に
も
逹
し
‘
駆
虫
薬
提
供
に
よ
る
治
療
は
子
供
を
中
心
と
し
た
健
康
改
善
に
大

ト
開
始
後
一
年
目
に
は
六
一
％
の
実
施
率
ま
で
高
ま
っ
た
。

虫
卵
発
見
率
は
八
九

プ
ロ
ジ
ェ
ク
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(3) 

ど
の
よ
う
に
関
連
づ
け
て
い
く
か
。

、。

＜
カ

~
~
 

ー
~
~
 

予
算
に
限
度
か
あ
り

~. 
2
 

~
 

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
拡
大
の
大
恙
な
障
害
と
な
っ
て
い
る
。

一
七
三
本
）

予
防
接
種
の
実
施
実
績
も
大

ヶ
所
の
た
め
に
居
住
区
で
十
分
活
用
す
る
こ
と
は
難
し
い
。
そ
の
た
め
‘
一
九
八
六

住
区
に
無
給
の
保
健
指
導
貝

(
C
o
m
m
u
n
i
t
y
H
e
a
l
t
h
 
L
e
a
d
e
r
)
を
罹
き
‘
末
端
レ
ベ

次
の
二
つ
の

連
合
委
員
会

(
C
o
o
p
e
r
a
t
i
o
n
C
o
m
m
i
t
t
e
e
)
 
：
各
パ
ン
チ
ャ
ヤ
ッ
ト
か
ら
二

【

4
】
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
問
題
点
と
今
後
の
課
題

村
落
保
健
指
導
貝
の
給
与
は
全
額
を
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
が
負
担
し
て
い
る
が
‘

村
落
の
能
力
を
越
え
た
問
題
へ
の
技
術
的
支
援
を
い
か
に
し
て
確
保
し
て
い

草
の
根
か
ら
起
き
て
ぎ
た
保
健
衛
生
活
動
と
政
府
の
保
健
医
療
シ
ス
テ
ム
を

割
を
は
た
し
て
い
る
。

の
委
貝
で
設
濯
さ
れ
て
い
る
。

C
B
P
H
C
ユ
ニ
ッ
ト
の
運
営
に
重
要
な
役

②

保

健

委

員

会

(Health
C
o
m
m
i
t
t
e
e
)
 

各
パ
ン
チ
ャ
ヤ
ッ
ト
に
六

i
八
人

は
た
す
よ
う
に
な
っ
て
苔
た
。

の
事
務
所
で
会
合
を
も
ち
、
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
立
息
志
決
定
に
重
要
な
役
割
を

人
づ
つ
の
委
貝
に
よ
っ
て
構
成
さ
れ
る
。

鉦
月
パ
ン
チ
カ
ー
ル
の

F
P
A
N

①
 

地
元
の
委
貝
会
が
大
ぎ
な
貢
献
を
は
た
し
て
い
る
。

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
ヘ
の
住
民
参
加
と
協
力
は
成
功
の
鍵
で
あ
る
が

国

住

民

参

加

逍
整
備
‘

家
族
計
画
な
ど
種
々
の
活
動
を
行
っ
て
い
る
。

の
ク
リ
ニ
ッ
ク
か
設
置
さ
れ
た
。

保
健
指
導
貝
は
薬
の
提
供
だ
け
で
な
く
、
上
水

区
保
健
委
貝
会
か
設
立
さ
れ
、
そ
の
う
ち
二
つ
で
は
住
民
の
資
金
に
よ
っ
て
独
自

ル
に
お
け
る
保
健
衛
生
の
浸
透
を
試
み
て
い
る
。

現
在
す
べ
て
の
居
住
区
に
居
住

年
よ
り
バ
グ
ワ
テ
ィ
村

（
今
回
の
視
察
対
象
）

を
モ
デ
ル
地
区
に
指
定
し
て
各
居

C
B
P
H
C
ユ
ニ
ッ
ト
は
成
果
を
あ
げ
て
い
る
が
、

日

居

住

区

で

の

甚

本

的

保

健

衛

生

ぎ
く
の
び
て
い
る
。

（
四
‘

五
九

ル
ピ
ー
の
薬
品
を
購
入
し
て
い
る
。

ま
た
‘

各
パ
ン
チ
ャ
ヤ
ッ
ト
に
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あ
る
。

か
ね
て
か
ら
ネ
パ
ー
ル
は
教
育
‘
保
健
‘
農
業
‘
雷
力
、
輸
送
等
多
岐
に

通
じ
て
ネ
パ
ー
ル
の
人
材
開
発
に
尽
く
し
て
い
る
か

こ
れ
は
慈
義
深
い
も
の
で

屈
指
の
ネ
パ
ー
ル
経
済
発
展
援
助
国
の

つ
に
な
っ
て
い
る
。
又
‘
様
々
な
計
両
を

H
本
は

H
本

一
九
六
八
年
来
長
年
に
わ
た
る
ネ
・
日
間
の
公
式
、
技
術
、
経
済
協
力
は
ネ
パ

一
九
八
六
年
九
月
三

0
日

付

ラ

イ

ジ

ン

グ

ネ

パ

ー

ル

紙

経

済

協

力

計

画

九
月
二
九
日
カ
ト
マ
ン
ズ

ー
ル
お
よ
び
ネ
パ
ー
ル
国
民
の
社
会
経
済
の
様
々
な
分
野
に
及
ん
て
苔
た
。

の
対
ネ
援
助
は
我
か
国
の
発
展
の
要
の
分
野
に
直
接
行
な
わ
れ
て
お
り
、

ネ
•
H

国国
圏直］
ネ
協
力
関
係
に
つ
い
て
の
社
説
。

日
付
ラ
イ
ジ
ン
グ
・
ネ
パ
ー
ル
紙
に
掲
載
大
ぷ
れ
た
日

左
記
の
訳
文
は
、

そ
の
内
、

九
月
三

0
日
、

十
月
三

て
、
多
く
の
報
道
が
な
さ
れ
た
。

今
回
の
国
際
人
口
問
題
議
員
懇
談
会
の
訪
ネ
に
つ
い

協
力
。

(4) (3) (2) 

上
水
道
の
整
備
な
ど
公
衆
衛
生
プ
ロ
ク
ラ
ム
で

A
v
s
c
:
 

ヽ

U
N
I
C
E
F
・
・
ト
イ
レ

不
妊
手
術
に
対
す
る
資
金
及
ひ
技
術
援
助

I
P
P
F
 

避
奸
薬

援
助
を
実
施
中
。

避
妊
用
具
の
供
り

こ
の
期
間
に
必
要
資
機
材
の
供
与
。

術
年
六
万

U

S
＄
の

初
は
六
年
間
で
あ
っ
た
が

そ
の
後
―
:
年
間
延
長
し
た
）
、

m

J

o

I

C

F

P

：
一
九
七
九
年
か
ら
八
七
年
を
協
力
期
間
と
し
て
お
り

（
当

【

5
】
各
援
助
機
関
の
協
力
内
容

~
~
 

4
 

・
~

・
~

r
J
 

~
 

あ
る
。 現

在
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
継
続
さ
せ
る
た
め
に
は
‘
外
国
の
援
助
が
必
要
で

住
民
は
予
防
保
健
活
動
よ
り
も
治
療
の
は
う
に
注

H
し
か
ち
て
あ
る
。
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ゞ

っ
て
い
る
カ

こ
の
分
野
は
我
か
国
の
政
府
も
優
先
し
て
い
る
分
野
で
あ
る
。

送
、
通
信

現
在
国
会
議
貝
親
善
使
節
団
の
団
長
と
し
て
同
地
を
訪
れ
て
い
る
福
田
元
総
理

日
ネ
経
済
協
力
計
画
は
日
本
か
海
外
技
術
協
力
事
業
団
を
通
じ
て
技
術
面
で
の

在
の
日
本
の
資
料
に
よ
れ
ば

H

本
の
対
ネ
経
済
•
技
術
協
力
は
総
計
四
二
四
億
円

テ
レ
コ
ミ
ュ

ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

（
ニ
ニ
億
ル
ピ
ー
）

に
な
っ
て
い
る
。

H
本
は
農
業
、
発
電
‘
配
電
‘
保
健
‘
輸

し
以
来
日
本
の
対
ネ
財
政
援
助
は
大
幅
に
増
加
し
た
。

段
階
に
分
け
る
こ
と
か
て
ぎ
る
。

一
九
七
八
年
に
は
国
王
・
王
妃
両
陛
下
か
訪

H

ィ
ア
活
動
も
行
な
う
よ
う
に
な
っ
た
一
九
七

0
年
以
降

み
協
力
し
て
い
た
一
J
L
六
九
年
迄

(
J
I
C
A
)
 

財
政
援
助
‘

一
九
七
八
年
以
降
の
三

一
九
八
二
年
一

0
月
現

人
材
の
養
成
の
分
野
で
援
助
を
行
な

補
助
金
‘

貸
付
け
‘
ボ
ラ
ン
テ

設
さ
れ
た
。

一
九
七
八
年
に
は
国
際
協
力
事
業
団

カ
ト
マ
ン
ズ
事
務
所
が
開

ガ
円
相
当
の
援
助
を
は
じ
め
‘
貸
付
け
や
技
術
援
助
を
受
け
て
い
る
。

か
在
任
中
の

一
九
七
六
年
か
ら
七
八
年
に
か
け
て
ネ
パ
ー
ル
は
四
二
億
三
七

0

0

わ
る
よ
う
に
な
っ
て
新
段
階
に
入
っ
た
。

は
経
済
援
助
‘
補
助
金
‘
貸
付
け
‘
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
が
援
助
計
画
全
体
に
加

わ
た
る
分
野
て
日
本
か
ら
様
々
な
形
の
援
助
を
受
け
て
い
る
。

日
本
の
対
ネ
援
助
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足
し
て
い
る
と
語
っ
た
。

又

会

見

で

は

圃

田

の

経

済

協

力

以

外

に

も

国

際

的

な

福

田

元

総

理

は

五

H
間

に

わ

た

る

訪

間

の

最

後

に

あ

た

り

訪

間

の

成

果

に

満

れ
て
い
た
ネ

•
H

協
力
に
新
時
代
を
開
い
た
。

本
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
が
活
動
を
開
始
し
、
そ
れ
ま
で
は
技
術
•
財
政
援
助
に
限
ら

を
遂
げ
た
。

在
任
中
の

ル
の
経
済
開
発
の
た
め
に
手
を
差
し
伸
べ
て
く
れ
て
い
る
主
な
国
の
一

ヽ

き

n"rゞ

と
［

ャリ〕凧

l
_

好
関
係
が
進
ん
て
い
る
こ
と
を
如
実
に
物
語
っ
て
い
る
。

つ
に
な
っ

ネ

パ

ー

ル

国

民

は

H
本

を

最

先

端

の

テ

ク

ノ

ロ

ジ

ー

と

［

楽

の

発

展

の

規

日
本
か
ら
ネ
パ
ー
ル
の
経
済
発
展
に
窃
せ
ら
れ
る
援
助
は
培
大
し
て
お
り
‘

一
九
七
1

ハ
年
か
ら
七
八
年
に
か
け
て
は
ネ
・
日
の
開
発
協
力
か
大
躍
進

-
J
L
七
八
年
に
は

J
I
C
A
カ

ト

マ

ン

ス

事

務

所

か

設

立

さ

れ

て

H

そ
の
他
多
岐
に
わ
た
っ
て
ネ
パ
ー
ル
の
開
発
を
援
助
し
て
い
る
。

福

田

元

総

理

か

の
希
望
の
一
助
と
な
っ
て
い
る
。

日

本

は

教

育

保

健

‘

農

棠

‘

発

電

、

輸

送

会

議

員

親

善

使

節

団

の

団

長

と

し

て

訪

れ

た

福

田

元

総

理

の

訪

問

は

こ
の
共
通

し
あ
え
ば
さ
ら
に
友
好
と
協
力
の
絆
か
強
く
な
る
。

こ

の

点

か

ら

つ

い

先

日

の

川

済

発

展

の

主

な

援

助

国

の

つ
で
あ
り

圃

田

間

の

各

レ

ベ

ル

て

訪

ネ

‘

訪

日

を

H
本

は

ネ

パ

ー

ル

の

経 友

め
の
協
力
に
発
展
し
た
。

で
結
は
れ
て
い
た
が

こ

の

絆

か

ネ

ハ

ー

ル

国

民

の

生

活

水

準

を

向

上

さ

せ

る

た

は
伍
者
の
尊
敬
が
艇
中
し
て
い
る
。

ネ

・

日

両

川

は

か

ね

て

か

ら

深

い

友

好

の

絆

な
文
化
遺
庄
に
恵
ま
れ
、

H
本

の

学

者

を

魅

了

し

‘

釈

迦

の

生

誕

地

ル

ン

ビ

ニ

に

と
い
う
冒
険
家
や
放
浪
者
か
訪
れ
る
国
と
ぢ
え
て
い
る
。

又

‘

ネ

パ

ー

ル

は

豊

富

H
本

は

ネ

パ

ー

ル

は

索

睛

ら

し

い

自

然

の

屯

庫

で

、

日

本

か

ら

何

千

あ
る
。

か

育

ん

で

い

る

高

潔

な

気

持

の

表

わ

れ

で

、

平

和

を

愛

す

る

両

国

に

は

共

通

点

か

て
い
る
。

ネ
パ
ー
ル
の
平
和
地
僻
官
一
―
'IC

の
提
叫
や
日
本
の

『
平
和
惑
法
』

は
両
国

ら
近
代
の
通
商
・
経
済
協
力
に
つ
な
か
っ
て
い
っ
た
。

、

3

、

今

H
て
は

H
本

は

ネ

ノ

ー

ネ

パ

ー

ル

と

H
本
の
関
係
は
す
っ
と
止
日
の
文
化
交
流
に
さ
か
の
は
り

ネ

．
 
H

協

力

一
九
八
六
年
一

0
月
三
日
付

ラ
イ
ジ
ン
グ
ネ
パ
ー
ル
紙

、
鳴

そ
こ
カ

- 34 -



ご丘 RliSiNGNEPAL 

口・［認翌忍函戸蜘叫叫ら澤囃臨置l

― -'.  い‘’亨r-J::ipanCooperat1011 
,・ 

も ELATIONSl>e1<mo Nepctl and fop,., go ,-
--'-'-'""" loencienl lint心 C,l!m,Imhaoges 
-,dtolw<le"od心 onomiee<mpcco1ion of m叫

叩 timeヽ for,,mis 1nd"y nne of lhc nujm 
如'"「ヽ fo,Ncp"l's eco,omic dcvelopmcnl. 
.、・'""pe:,ee lm・i"g inu,11,;es hm  common 
!'ヽ ,,.,J,to sha,c_ Nep"I''prnposel 10 hose 
応 ,・Jdee!""" :, Zone of Pe.iee and Japan's 
"ne,ce coosihu1ino" nee dea, indi,a1ions of 
叫 aoltlesen1im,01S 1he lwo cooouies n11,-
1、,_,.,heNepalese people look upon fapan as・ 
.'ぶHlelof icdmofogic"I uヽpe<hllimend 
9応"ヽ Hi,,!deselopmen1 while lhe Japanese 
叩 c.d"'Nepal as "" epiiome of n,11.,,I 
:''""'Y "nd hJS """""" lhous,nds of :tdwn-
ふ芯,<0od w,u,decm from Japan_ The ,ich cul-
1.. ... 1郎 '''""'ofNep<tl keepヽfoponesescho-
: "" en1!trnll,u :1nu Lumhin;, !he hi<lhplm nf 

"" llu<lJh", "'"'" specie,!'"じ"""from lhe 
ぷ,""!. The deep lies of fde叫曲pbelween 
: ：'""'"叫fap,uthew dmlopid inlornopc,a-
"""•o cnh,iscc lhe queliiv of life of 1he Nep-
,,_._,, 匹如

'rhe≪pending bd  "'a;sisienec from 
Jep,rn in N,pel's economic Jmlopm,n1 hi辿
hgl11s the grnwing friendly celoikms. fopan is 
,111_・nf lhe m"jn, cnn1ribu1ocs lo lhe economic 
de• ・’、r.. ,,..-.,o, nf Nepal. E.<ehang, of ,i,il< ,1 
i 「,,,、 !mis heiwee'1 lite 1,,0 counldes 
・, ,. "'s1Cs,1g1lten lite bond of frieou,hip Jnd 
如 ''l"""ionlo 1hlseon1e" 1he jusl concluded 
,i_,i: by~1'- T"keo Fukuda、fo,mccP,ime 

＼ ヽ
:;,,;,tc,,、[fapoo, leadi≪g the Japanese Pac-
: "'・""'叩 Grn,dwillMiヽsiunconl,ibu<cs lo 
,'''"、nmnnasphation. Japan rnppmls wide 
9ぶ：↓as """" in lb< dmlupd><nl of Nepal 
恥 c叫じふ><inn. health. ,g,irnltu,e, pow≪, 
"""'P'"',md olhm. D<>,iog the p≪iod 1976 
to 1978 wheo ML Taken Fekuda was P,ime 
1ヽ,,,;,1c,.ofJapan.th<><'""" ><Hge in dmlop・

如：{ conpmtion between Nepal and fapaa. 
; he K.nhm,ndu office of fap≫n ln<emauonal 
Cじ""'ふniooAgeocy (JICA), wac eslablished 
in杓7X><nd fapane;e ・ヽolun<cms<aned s≪-
, ic<> in Ncp≫I. This'"'a oew phase io mop≪・ 
≫li,,o b<twc<n Ncp≫I, 叫 J年"'ヽ whichw,≫p><・
,;,,.,,iy limi<cd 10 <cdmical <!oopmlion a叫

厄''"'"'"'"'ヽ'""""・心."-''" Fuk呻'"'ヽ iog,, <he cod of :,,,,、,.、'"'、.isi:said thal hじwas;ai,;fied with 

9ふ.,ヽ oithe ,i,i<. "・"'"ヽ oi'"'""'・

ふ..., ヽigrnfim≪M≪≫Iヽodi,cu≫cd by M, 
了、,.、ビoFuk,da m hi,mwing, h≪ides bibtml 

"""""''''""'"'"'""・lkふtidIha<, al the 
,.:,,.cllmlNc1≫<l≪ndJ、'P""shnuld joio hands 
'"''""''''''P'""・TJw "'Pi>atio,,, of ihe 
' '"  '・ ヽゞ p心 pk fo「 ""'ぶ,""'' cconmnic 
, ,, ヽ c·h,j•mcnl hm  hccn ,,pmmdcd a) ,ai;ous 

"''"「・'"''几,,'"''・""ヽ ≫mlNcp≫I h≫s hccn pl≫y・ 
,,, .''",,,:,in""'''"'''"''th,,、'"ヽ,oi the 

9ぶゞ平匹，.,,,,,,.,;csf<>> ., "'"" .equitable 
．．．．；ぐ'"""""'o,clc,Th,, ""'""nee rdng 

.........  ● 9● c•! 、.. ,.,,,,,,,,,,,,, ヽ,-J,n,.n

During the -,,rt叫 net・
ween 1976 and 1978 when 
M,. Takeo Fukuda, who is 
currently in the capital at the 

｀ 

head of a Japanese pac・
liamentaty goodwill mission 
w匹 theprime ministe, of 
lapan, Nepal ,eeei,ed 4237 
million yen worth of grnnt 
assistance. Besides this, 
othe, loan and technical 
assistance wete also pto-
,ided. ・ 

Japan Iatemat,onal 
Cooperntion Agency (JICA) 
Katlunandu office was 
°匹oedin 1978. 

The Nepal-Japan 
economic coo応rntionprng-
, amme can be. di,ided into 
thtee parts .• until 1969 when 
Japan prn,ided only teehni・
叫 OOO匹rntion thrnugh 
o,m, 硲 TechnicalCoo四・
ation Ageocy, &om 1970 
wheo it gm  financial assis-
tance, 釘antand lo印 and
,oluntmse"函 s紐 daftet 
1978. 

Since the State Visit of 
Thei,Majestiesthe応ngand
Queen to Japan in 1978, 
Japan's financial aぶistanc<to
Nepal has increased rnbstan・

tially. 
Accotding to lapanm 

.sou『m as of Octobe, 1982, 
Japan's economic and techni・
cal cooperntion to Nepal 
amount<d to 42.4 billion yen 
equinlent to aboot 2200 mill-
ion rupees. 

Japane心函istan心 has
been in'the field of agtieul-
tu,e, powe, generntion and 
distribution, heolth, ttans-
portation, rndioand telecom-
munications . and dmlop・ 
ment of human ,esou""• ,ti 
ate匹 towhich His Majesty's 
Govemmeat is accmding a 
priority. 

各

種

国

際

フ

ォ

ー

ラ

ム

で

詳

し

く

述

開
発
途
卜
国
の
、
モ
張
を
伝
え
る
中
心
的
役
割
を
果
た
し
て
い
る
。

べ
ら
れ
て
い
る
と
同
時
に
‘
ネ
パ
ー
ル
は

f

層

公

正

な

ilt
界
経
済
秩
序
を
求
め
る

を
頓
っ
て
い
る
と
い
う
こ
と
に
つ
い
て
は

を
推
進
す
べ
き
て
あ
る
と
語
っ
た
。

ネ

パ

ー

ル

国

民

か

心

か

ら

平

和

と

経

済

発

展

重
要
間
題
に
つ
い
て
も
詰
し
合
い

地

球

レ

ヘ

ル

て

ネ

・

日

か

手

を

繋

ぎ

‘

平

和
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II II 11 10 10 10 10 10 10 ， 

I 月 月 月 月 月 月 月 月 月 I 月 1J 
12 17 13 12 22 22 17 16 15 14 10 26 

゜
月 日 日 日 日 日 日 I 日 日 日 月 日

J> 3 19 2 

日 日 日 ． 
~ ~ m 

主南中安プ務 R 事国 発昭アヘ A 長 W 部ム題理 人等 J 謡
任忠国藤ン部 情際 に和に A F 

ヽ

長 二議事 日の I 
-吉人博テ長サに人 関六出 F P 佐 ド米 I 貝長事実 C

於 、へロ文 イ が ラ つ ロ す十張 P P 藤レ 日 ル懇 ‘情施 A

‘ 馬 中専 U ウ来スい間 る一 ゜ P D 隆イ
ヽ

談木のし
ヽ

厚利国門 N ム所 U て題 調 年 D 運副パ研イ 会村視て U
生中人家 F B " N の議 壺度 議営理 I ワ九 、／ メ道察い N

省へ口受 P C F 報貝
L 長委事 U 協 ド ン子のる F ゴ

人上情入 A D P 告懇 現ア ~ 貝長 N カネバ ‘ 為 人 P
口海報へ財 P A 等談 地ジ ‘会が D に シ I 桜 ‘ロ A 

間人セ J 務委 事が会 I 調ア 木出懇 P つア を井田
ヽ

題ロ ン I 総貝 務行総於森諸 村席談事い大ネ久中家 I 

研情タ C 務長 局わ会農報国 道 の ゜務て学パ美龍族 P
究 報 I A 部が 長れ開林告の 子為 総協経 I -f- 夫計 P
所セ人委長米 ‘た催水会農 職

ヽ

長議済ル職理画 F
ヽ ン 口託か所 安

0 

‘産 ゜村 貝 佐 と ゜学国 貝事プ
ヽ

群 夕 情-来 ゜ 藤 ネ 省 人 が藤 田 部に と 長 ロ J 

馬 I 報 実所 博 ノゞ ム本、 口 イ 降 中 人派国 'ン,,, 

゜県こ研施 ゜ 文 I 議 と ン副 龍 口遣際佐 工 I 

他 ク九
。

財 ル ニ索ヒ 農 ド理 夫 研 ゜人藤ク C 
゜ 室 務 人 I 業 ネ 事 理 如プし 口隆 卜 F 

副 総 ロ 開 シ長 事 所 椙］届I] 1息 P
ヽ
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12 12 12 II II 11 II 11 
月 I 月 月 月 月 月 月 月
18 I 2 I I 28 25 20 19 18 

I 日 月 日 10 日 日 日 日 日 日
20 26 日
日 日

.、.......... ・... ·····•··· ~. .... .... .. ... 

つ 副同王中三調ネ開第業ネが J B 理パ B
い教会 国名 杏 パ 催 三 務 パ 来 事ン
て授副吉吉三団 I 机回実 I 所シデ長デア
の の処林林 をル備人施ル ゜ ヨレが ）レ
協計長省省 ネ王の口契王 イ オ懇ネビ
議四 ‘計人 パ国為と約国 ヤン談パハ
等名張画ロ I 人 ‘開を人 I A ゜ I レ
゜ ゜東生専 ルロ木発 J ロ 米 P Jレ I 
黒輝育門 に家村に I 家 国 C 家 P
田同委家 派族道関 C 族 下 u 族 P
俊会貝受 遣計子す A 計 院事 計 F
夫計会入 ヘ画職る と 画 議務 画事
理画顧を 相第貝ア締第 貝局 協務
事処問実 良二がジ結ニ ヘ長 会局
と 長へ施 徹次タア ゜次 G が 副次
El ‘団 ゜ 団基ィ 国 基 C 来 会長
中龍長 長礎に会 礎 P 所 長が
北ノ、 士ロ ヽ 他調出議 調 p ゜ と 来
同 延

ヽ

二壺張貝 査 D 佐所
調辺陳 名の o ノ云‘ に 理 藤 ゜
在大勝 の為 議 係 事 隆
に学利 計

ヽ
の る ヽ 副
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九 九 十 九

七 七 七
四 四 十 三

四 I 
四 十

1 十
八-

.. ...... ...... ... 

と

一

シ ァ

宜 食 衆国 ア ン‘ゞ

゜ ゜
言 糧 森 際 そ 国 ‘ア

プ 人要各八書 と 世参 人 官 W の阿佐岸会 フ 人

を ロ 請国 月 署 人 界超 ロ 1『 卜、 i也音じ 9暴 議 イ ロ
と す政及名 ロ で 党 問 レ 昭 信貝 リ 市

る 食 る 府び ．． に 初派題 マ I 吾隆 介 - ピ情

糧五に I・ 佐 関 の議議 ス 9ゞ 日 ン 視
ヽ

、ー、

と 問項現ー藤 す 試貝 貝 コ I 山 団 本-叙， 
を 題 目 実 月 る みー 懇 ミ 崎長 団

要解か的の降 心-日-• - で 一 談 関 J コ屯 - 派

請決 ら 且 世 言 あ 九会 係 夕 男 遣

し の成つ 界
b る 名

b 等 ィ ‘田 -
た 為 る 果 人 ゜ で設 デ 加 中 イ
'．」旦: ゜ 敢 LJ 国 発立 イ 藤龍 ン

言 国 な へ連 足＾
ン シ 夫 ド

文連 諸 食 於式 o A ヰ ク ス
、)

に 政椛 ．． 典 長 ス 工 八 夕

1) 策会 国 ．． 田 ィ

I を 議 連 岸 花 貞

夕 採に 本 村 義 イ

I る 先 部 信 仁 ヽ
ン

シ よ '1, .• ‘ー’ 介 八 ド

ツ ') ち - 郎 ネ

財
団
法
人
ア
ジ
ア
人
＂

． 
開
発
協
会
発
足
並
び
に
議
員
泊
動
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九 九 九 八九

七 七 七
二七 四 I・ 四

I 九

十九 十
I 

八
八 ー：
、一 -,-

. ~ ----- - - ~ ~ 

ジ 中
' 7 

゜
顧 国 ル南 参 I 堂 斉 第

を 先 u 大問 吉安岸会 ‘米 加 p 森藤 ~~~． 

結進 N 来団寺孫 議ア 家 国 u 芳邦 回
成国 F 佐へ 子 Hi 貝 メ 族 ．． 列 夫 吉
さ に p 武十宏藤介ヘ ') 叶 提 → 佐六 田 、-、 国

せ も A 郎六 、 ,n1" - 八 力 両 唱 食藤十議 柏 冗 際

る 、一
‘名 他 ‘団名 ‘視 ゜椛 五会 原厚 人

ベ途名 花- 和長- 力 察 と 隆 力 同 ヤ 生 ロ
＜ le・ ‘村 田 -・ ナ 団 人代国 盟 ス 大 会
‘国事仁 耕 ダへ LI 議 会 ‘臣 虹-羊
各に 務八 作佐

._. 
メ 問上 議 中-

田 も 局郎 →ヽ脱←さ キ 題 ' 沢
JL 、 li. 阿 シ ＇一 伊八
法 人名 他 部隆 コ ラ 又"文・ 田
府 ロ 昭 イ --、 了・ 貞 -
議問 吾住 コ ス 於 義総於
貝 題 ロ ．． 他 ‘ 勢 " 

に 議 福栄 ン ノゞ 東 佐 ブ
呼貝 岡 作 ビ ン 藤四 力
び グ 義 ア ク 五 レ
か Jレ -'l. メ 構 隆〇 ス
け I プ 知u' 点 '0  卜
た プ ラ
' 

を '~' 人-
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九 I・ 九 九 十九

七 七 七 二 七

九 十 八 ニ八 七

ノ＇‘ 十 五

I 
八 I I・ ＝ 十 ＝ I ! 島 十

七 ＝ - 十
ヽ

—.... ハ .. .. •.... ・~

l 7 7 7 

日 I 日 I 

゜゚
参 人

゜ ゜
日 参 人

゜
本 p 

゜
本 p 予運 加 ロ 国議—• 本 加 ロ

ゴ 1UIJ

゜
開側

゜
算営 国 と 際 貝 九 !WI 国 と

宣 参 p 催参 p 委 ．． 開 議へ七 ．． ．． 開

言加 国 国加 国 貝 四 メ 米 発 貝 の 七 佐 日 発
L 者 際 ‘者 際 メ 十 キ 列 会 呼 年 藤

ヽ 先

の ．． £云ヽ

゜
．． ＾ 云

ン 名 シ 英 I 国 議 び九 米 進

阜佐 議 主佐 議 ノ‘ - コ 国 の か 月 隆
ヽ 国

案藤 準 催 藤 準 I ‘加
第

Lヰヘ 開 け の ‘ 祁ヽ 会

作 備 機 備 国 A プ ‘ 議 催 ゜中 和 ＾議
成隆 委 関隆 委 ‘本 ラ西 回 貝 に 南 田加 ロ L 

貝 貝

゜
ジ 独 国 、-、 つ 米耕 ン、ー、

゜
他 ノ云‘ 

゜
他 ， ム云 参十 Iレ , I し、 視 作西 ド

会
L 

議 加 名 ィ 際 p て P-" ‘ 独 ン

議 題 国- コ
ン L云, o 討 に 土 へ- へ へ
ド 議 p 規 へ第 etc 於 第 ロ 議 り1 井 五 ボ

定 於三 ．． 

゜
ン

、準- ゜ 続 た 力 ン
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